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Ⅰ．２０１７（平成２９）年度事業計画の概要 
 

１．２０１７（平成２９）年度事業スローガン 

 ２０１７（平成２９）年度は、日本連盟創立１００周年を目指した長中期計画を踏まえ、前年度に引

き続き、「活動的で自立したスカウトを育てよう！！」 ～日本連盟創立１００周年を目指して～ 

として、施策と事業に取り組んだ。 

 

２．重点施策 

（１）．日本連盟創立１００周年を目指した長中期計画の行動計画への取り組み 

  ２０２２年の日本連盟創立１００周年までに達成する長中期計画については、２０１７（平成２９）

年度は２年目を迎え、次の１２項目の行動計画に沿った取り組みを行った。（Ｐ．８～１５参照） 

① コミッショナーの充実、② 質の高い活動のための方策(セーフ・フロム・ハーム）、 

③ 指導者養成、④ 地域コミュニティづくり、⑤ プログラムの見直し、⑥ 登録制度の見直し、 

⑦ スカウティングにおける成人の役割、⑧ 情報伝達手段の刷新、⑨ 組織体制の検討、 

⑩ 国家資格認定制度へのチャレンジ、⑪ 公益事業の取り組み、⑫ 野外活動施設の確保 

 

（２）．加盟員拡大・組織拡充に向けた取り組み 

  加盟員の拡大と組織拡充に取り組み、スカウト活動を活性化するために、日本連盟のみならず、県連

盟・地区・団との連携により、次の３項目を重点的に取り組んだ。 

- 加盟員獲得に向けた広報活動の展開・スカウト活動のユニークさをアピール 

  - 母親・父親世代へのアプローチと関心事のアピール 

  - 団への支援と新団設立への取り組み 

 

（３）．安定した運営 

  公益財団法人として安定した運営を進めるために、次の４項目への取り組みを進めた。 

  - 企業・他団体・行政との連携促進 

  - 維持会員増強 

  - 登録料の検討 

  - 世界・地域との連携 

 

（４）．１００周年記念事業の策定 

  日本連盟創立１００周年まで５年となる２０１７（平成２９）年度より、記念事業の様々な計画の検

討を開始した。 

  - 記念事業の策定と準備開始 

  - 第１８回日本スカウトジャンボリー（２０２２年）の会場候補地の公募 

 

３．新たな方針と施策 

  年度当初に計画した重点施策に加えて、次の重要方針と施策を決め、日本のスカウト運動の再興への

取り組みを具体的に開始した。 

 

（１）．財政再建及び組織改革に関する基本方針 

  ２０１７（平成２９）年５月の全国大会における奥島孝康理事長による非常事態宣言を受けて、スカ

ウト運動の再興に全力を尽くすため、経営状況の透明化や組織の効率化を進めることとした。そのため、

今後の財政再建や経営体制のあり方について、次の７つの「基本方針」に取り組む。 

① 登録料の値上げによって財政を立て直し、スカウト運動の質を向上させる 

② 事業や業務の全面的な見直しを行い、予算の効率化を実現する 

③ 収入の柱のひとつであるエンタ―プライズの経営を刷新し、安定的に収入を確保する 

④ 保有金融資産の活用や企業寄付の獲得など新たな収入の道を確保する 

⑤ 高萩スカウトフィールドの活用方法を具体的に示す 

⑥ 理事会の執行体制の明確化など組織体制の見直しを行う 

⑦ 日本連盟の経営情報の透明化を進め、関係者の声を聞く 
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（２）．日本連盟１００周年財政ビジョン 

日本連盟の維持・発展には、財政面の対応が不可欠である。そのため、「日本連盟１００周年財政ビジ

ョン」を取りまとめ、必要な財政再建を進め、長中期計画、広報戦略、加盟員拡大と中途退団抑止を効

果的に進め、相乗効果を達成するための取り組みを始めた。 

 

  ① 政策課題への取り組み 

- 中途退団抑止策への財政面施策 - 共済事業への財政面施策 - 特定資産取崩分積立施策 

 

② 自助努力による経済効果策 

次の自助努力により収入増と支出減を図り、その財源を中途退団抑止に役立てる。 

〔収入増の取り組み〕 

- 国債の不動産化と本郷会館の賃貸化 - 集会等参加者負担金の値上(単年度処理案件のみ) 

- 施設利用料の増収 - 企業からの協賛金 

〔支出減の取り組み〕 

- 事務局人件費削減化 

 

③ 加盟登録料の改定 

財政健全化のために加盟登録料の改定は避けて通れないため、次の対応を進めた。 

- ２０１９年度からの加盟登録料改定を進める 

- その２年後から総収入の変化に対応した「総収入リンク型」への移行も視野に入れる 

 

（３）．広報戦略 

２０１６（平成２８）年度より引き続き、ボーイスカウトの認知度を上げ、会員を増やし日本のスカ

ウト運動を活性化させるために、次の「新広報戦略１０本の矢」に組織を挙げて取り組んだ。 

① イメージを統一して徹底的に発信（例：コカ・コーラＢＳ自販機設置） 

② きっかけになるＰＲ動画を拡散 

③ ＰＲムービーコンテストの実施 

④ 関心持った人たちをリクルートサイトに呼び込む 

⑤ 団情報のＨＰ発信支援 

⑥ 多くの人にスカウティングを体験してもらう機会提供 

⑦ 入隊したビーバー・カブのお母さんの声を聞く 

⑧ ローバーを社会に売り込む 

⑨ かつての仲間を呼び戻す 

⑩ 「ＰＲドリームチーム」参加促進 

 

４．重点事業 

  次の５事業を重点事業として取り組んだ。（事業の内容、成果と評価は４ページから７ページを参照） 

① 日本ジャンボレット高萩２０１７・高萩スカウトフィールド・グランドオープン 

② 富士特別野営２０１７ 

③ 山中野営場お別れイベント・山中野営場閉鎖 

④ 世界および国際事業への取り組み 

⑤ 第１７回日本スカウトジャンボリー開催準備 

 

５．一般事業 

例年あるいは定期的に取り組んでいる事業を中心に、主として団に関する事業、主として県連盟・地

区に関する事業、主として日本連盟に関する事業に分類し、１５ページから２７ページに示すとおり取

り組んだ。 
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Ⅱ．事業体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点施策と重点事業 体系図

１００周年を目指した長中期
計画の行動計画への取り組
み

① コミッショナーの充実
② 質の高い活動のための方策(セーフ・フロム・ハーム）
③ 指導者養成
④ 地域コミュニティづくり
⑤ プログラムの見直し
⑥ 登録制度の見直し
⑦ スカウティングにおける成人の役割
⑧ 情報伝達手段の刷新
⑨ 組織体制の検討
⑩ 国家資格認定制度へのチャレンジ
⑪ 公益事業の取り組み
⑫ 野外活動施設の確保

平成２９年度の取り組みはＰ６～Ｐ９参照

加盟員拡大・組織拡充に向
けた取り組み

- 加盟員獲得に向けた広報活動の展開・スカウト活動のユニークさをアピール
- 母親・父親世代へのアプローチと関心事のアピール
- 団への支援と新団設立への取り組み

安定した運営

- 企業・他団体・行政との連携促進
- 維持会員増強
- 登録料の検討
- 世界・地域との連携

１００周年記念事業の策定
- 記念事業の策定と準備開始
- 第１８回日本スカウトジャンボリー（２０２２年）の会場決定

１．日本ジャンボレット高萩２
０１７・高萩スカウトフィール
ド・グランドオープン

- グランド･オープニング・セレモニー
- ビーバーからローバーまで参加するジャンボレット

２．富士特別野営２０１７ - 山中野営場での最後の富士特別野営

３．山中野営場お別れイベン
ト・山中野営場閉鎖

- 山中野営場お別れイベントの開催

４．世界および国際事業への
取り組み

- 第２４回世界スカウトジャンボリー派遣実行委員会による日本派遣団編成準備
- 第９回ＡＰＲサミット会議への代表団派遣（インドネシア）
- 第４１回世界スカウト会議日本代表団派遣（アゼルバイジャン）
- 第１５回世界スカウトムート派遣（アイスランド）
- 第１３回世界スカウトユースフォーラム（アゼルバイジャン）

５．第１７回日本スカウトジャ
ンボリーの開催準備

- 平成３０年夏に開催の第１７回日本スカウトジャンボリー（１７ＮＳＪ）の開催準
備

ス
ロ
ー

ガ
ン
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重
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重
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事
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一
般
事
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例年あるいは定期的に取り
組んでいる事業

１．主として団に関する事業
２．主として県連盟・地区に関する事業
３．主として日本連盟に関する事業

平成２９年度の一般事業はＰ１０～Ｐ１１参照
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Ⅲ．重点事業への取り組み 

 

１．日本ジャンボレット高萩２０１７・高萩スカウトフィールド・グランドオープン 

  ２０１３（平成２５）年度から整備を行っている高萩スカウトフィールドを正式にオープンし、初め

ての日本連盟行事として日本ジャンボレット高萩２０１７を開催した。大会期間２日目の５日に、グラ

ンドオープンセレモニーを実施し、正式オープンとした。 

 

＜事業の内容＞  

本大会は、日本連盟創立９５周年にあたることから、「日本連盟創立９５周年記念」を冠して、日本連 

盟で初めて、ビーバースカウトからローバースカウトまで全部門のスカウトが参加できる大会とし開催 

した。 

■会 期：８月４日（金）～９日（水）の５泊６日  

■会 場：大和の森 高萩スカウトフィールド 

■テーマ：Stick to it!－最後まで頑張れ－ 
■後 援：文部科学省、茨城県、茨城県教育委員会、高萩市、高萩市教育委員会 

■協 力：陸上自衛隊、アイコム株式会社、赤城乳業株式会社、大和ハウス工業株式会社、 

日本光電工業株式会社、株式会社バッファロー 

■参加人数：１，７２０人    Ｂ Ｖ Ｓ隊：１８５人（指導者含む） 

Ｃ   Ｓ隊：６６４人（指導者含む） 

Ｂ   Ｓ隊：２３７人（指導者含む） 

Ｖ    Ｓ： ６７人 

本部スタッフ：２０９人（ＲＳ含む） 

大会役員・事務局：３１人 

一    般：３２７人 

■来賓：５９人 

 ■主な行事 

  第１日（８月４日）：設営・開会式 

   開会式の最後には、森をスクリーンとした「プロジェクションマッピング」が披露され、壮大な光 

と音の演出に会場が包まれた。 

第２日（８月５日）：グランドオープンセレモニー 

 橋本茨城県知事、樋口文部科学大臣政務官、逢沢 BS 振興国会議員連盟会長、小田高萩市長、羽

田参議院議員、樋口大和ハウス工業株式会社会長をはじめ、多くの来賓の出席を得て、セレモニー

を挙行した。(役職名等は開催当時）      

  第３日（８月６日）：プログラム・茨城ＤＡＹ 

   茨城ＤＡＹには、地元の小学生たちが来場し、夜の「いばら Night」は夏の夜のお祭りを行った。 

第４日（８月７日）：プログラム・お成り 

   秋篠宮同妃両殿下が、ジャンボレットをご視察になり、キャンプサイトではスカウトたちとお言葉 

を交わしていただき、複数のプログラムを体験された。   

第５日（８月８日）：閉会式 

  台風の影響により、夜に予定されていた閉会式を、内容を変更して午後に実施した。 

第６日（８月９日）撤営・表彰式 

撤営と環境整備、ＢＳ部門の優秀班の表彰式を行い、大会の幕を閉じた。 

＜成果と評価＞ 

本大会は、1. 高萩スカウトフィールドでは初となる日本連盟主催大会、2. ビーバースカウトからロー

バースカウトまで全部門のスカウトが参加できる新たな野営大会、3.「ジャンボレット」という名称の

大会、の 3つの「初」の大会であった。 

 このフィールドならではの指定範囲内伐採による野営工作、ボーイの班対抗チャレンジプログラム、

ベンチャーによる営火場の新設や間伐材でのトーテムポール製作など、各部門のスカウトが野営生活を

楽しむ姿を感じることができた。 
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 大会開催にあたっては、野営場の拡大、ステージおよびアリーナの建設、駐車場の整備・確保、ビー

バーやカブの宿泊施設など課題の連続だったが、大会スタッフの努力や地域住民の方々のご協力、大和

ハウス工業様からの管理棟（新平荘）のご寄贈、茨城県および高萩市からも３年間にわたるご支援・ご

協力をいただき、この大会を開催し、所期の目的を達することができた。 
 
 

２．富士特別野営２０１７ 

  山中野営場閉鎖に伴い、同野営場での最後の富士特別野営を開催した。 

 

事業の内容： スカウト運動の基本である野外活動（野営）を通じて、その重要性を確認し、班制教
育を通じての「教わること」「学ぶこと」を再確認する。また、プログラムとしての試
練を乗り越える体験の中から、信頼・絆の大切さと、友情を育み、スカウトスピリッツ
（徳性、忍耐力、気力、清貧）を実践することを目的に、次のとおり開催した。 
・会 期：８月１２日（土）～１８日（金） 
・会 場：ボーイスカウト日本連盟 山中野営場 他 
・参加者：スカウト １５県連盟５３人 
     隊指導者・上級班長 １０人 他大会本部・スタッフ等２９人 
     ローバースカウト年代 １２県連盟２３人 
・プログラム： 

第１日（１２日） 設営／開会式 
第２日（１３日） パイオニアリング（ピラミッド信号塔） 
第３日（１４日） パイオニアリング（続き）、場内外ハイキング（野帳）、歓迎の

営火 
第４日（１５日） 感謝の集い、水上訓練 
第５日（１６日） 筏での山中湖横断／ハイキング（１泊）／仮野営 
第６日（１７日） ハイキング（２日目）／キャンプファイア／閉会式 
第７日（１８日） 撤営／解隊式／解散 

成果と評価：・過去の参加者を含むローバースカウト年代をプログラム班に配属し、事前にプログラ
ムを確認のうえ実施した。 

・新たなハイキングコースを開発し、２日続けて筏での山中湖横断を実施した。 
・１１人の参加スカウトが大会後に富士スカウト章を受章した。 
・参加者は、長期野営と冒険的なプログラムにより、仲間との絆を深め、高度な技能を

発揮する体験を得られた。 

 

 

３．山中野営場お別れイベント・山中野営場閉鎖 

 山中野営場を閉鎖するにあたり、８月に富士特別野営２０１７に続き、山中野営場お別れイベントを

開催し、その後建物の解体工事を行い、年度末の３月末日までに山梨県と富士急に返還した。 

 

  事業の内容：２２県連盟１９９人の参加を得て開催。主な運営は東京・神奈川連盟の奉仕者 

・８月１９日（土）大営火「グランドリユニオン」、グッバイパーティ― 

  ・８月２０日（日）朝礼、閉場式-第１部、第２部- 

  成果と評価：・閉場式の前夜祭とした１９日の大営火には１００人を超える参加者が集い、 

         歴史ある野営場最後の夜をしめやかに終えた。 

  ・翌２０日、同野営場最後の朝礼、スカウツオウンもそれぞれ滞りなく終えた。 

  ・閉場式第１部では「道心堅固の碑」とのお別れセレモニーを行い、参加各県連盟単位 

 で記念撮影を行うとともに、碑に幕をかけた。式典終了後同碑、および「われはふく 

ろ」歌碑はともに那須野営場へ移設した。 

・閉場式第２部では長年世話になった椙浦山中湖村村長、富士急リゾート関係者等の臨 

  席を賜りそれぞれに直接感謝を伝えることができた。 

  



- 6 - 

４．世界および国際事業への取り組み 

 

 （１）第９回ＡＰＲサミット会議への出席 
事業の内容：４月２２日から２５日にインドネシアで開催された第９回ＡＰＲサミット会議に、日本

代表団は西村専務理事を始めとして５人が出席した。会議では、ＡＰＲ各国連盟間の情
報交換、２０１７年から２０２０年までの地域内のビジョンの方向性の検討、第４１回
世界スカウト会議への地域としての取り組みの確認を行った。この会議には２５の国と
地域から１６２人が参加した。 

成果と評価：アジア太平洋地域における日本連盟の協力姿勢を示すとともに、各国との協力関係の強
化を行った。 

 
（２）第４１回世界スカウト会議への出席 

事業の内容：８月１４日から１８日にアゼルバイジャンで開催された第４１回世界スカウト会議に、
日本代表団は水野副理事長・国際コミッショナーを主席代表とし、１５人が出席した。
会議では、新たな加盟国の承認、世界スカウト機構の２０２３年ビジョンに向けた計画
の協議、今後の世界スカウト行事および次回世界スカウト会議までの世界スカウト委員
会の選挙などが行われた。日本連盟としては第２３回世界スカウトジャンボリーの開催
の報告を行うとともに感謝の言葉を伝えた。この会議には１６０の国と地域から１０２
６人が参加した。 

成果と評価：日本から出席した鈴木令子理事がブロンズウルフを受章し、また中野まり理事が今回の
会議で世界スカウト委員の任期を終えた。これらのことにより日本の貢献が世界に知ら
れた。 

 
（３）第１５回世界スカウトムートへの参加 

事業の内容：７月２５日から８月２日までアイルランドで開催された第１５回世界スカウトムートへ、
日本から指導者２人、ローバースカウト１７人、合計１９人が参加した。ムート期間中
は国際班で奉仕活動や自然体験プログラムを行った。この大会には８９の国と地域から
５１２３人が参加した。 

成果と評価：１７人もの日本のローバースカウトが参加したことにより、日本のローバースカウト活
動の国際性と内容の向上に繋がっていくことが期待される。 

 
（４）第１３回世界スカウトユースフォーラムへの参加 

事業の内容：８月７日から１０日までアゼルバイジャンで開催された第１３回世界スカウトユースフ
ォーラムへ、日本から４人が参加した。フォーラムでは、世界スカウト機構の方針につ
いての若者としての提言のまとめや世界スカウトユースアドバイザーの選挙が行われ
た。また、日本の参加者たちは、この後に開催された第４１回世界スカウト会議へ引き
続き出席をした。このユースフォーラムには１１６の国と地域から２３６人が参加した。 

成果と評価：世界スカウト機構が提唱する「青年の意思決定への参画」の一貫として行われたこの行
事への参加により、日本のローバースカウトの意識が高まり、それぞれの活動の場で意
思決定への参画が進むものと期待される。 

 
（５）第２４回世界スカウトジャンボリー派遣に向けた準備 

事業の内容：２０１９年に実施する第２４回世界スカウトジャンボリー派遣に向け、水野副理事長を
実行委員長とする実行委員会の編成と２回の会合を行った。派遣日程の方針と１０００
人を規模とする日本派遣団の編成方針に従い、２０１８（平成３０）年６月２０日を締
切りとする派遣員募集を開始した。 

成果と評価：日本の参加者の人数は来年度に決まる。今年度においては参加者の対象年齢に一生に一
度の経験となることをアピールし参加を呼び掛けている。 

 

 

５．第１７回日本スカウトジャンボリー開催準備 

  冒険 ～能登のチカラ未来へ～ をテーマに２０１８（平成３０）年に石川県珠洲市で開催する第１７

回日本スカウトジャンボリー（１７ＮＳＪ）については、２０１７（平成２９）年度に参加者の申し込

み手続きを行い、年末には大枠での準備を取りまとめた。 

 

事業の内容：・実行委員会のもとに９つの専門部会を編成し、各部の業務に応じた計画を検討した。 
・５回の実行委員会と４回のサブキャンプチーフ会議（うち、各１回は現地視察を含む）
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を開催して、大会全体の運営やサブキャンプの運営について検討した。 
・参加予定申し込みを実施し、予定人数に基づく第２次予算を検討した。 
・大会本部組織とサブキャンプ本部の運営について検討し、ブロックでのサブキャンプ

担当を依頼した。 
・大会ホームページやジャンボリーインフォメーションの発行を通じて参加予定者の準

備に必要な情報を提供した。 
・アリーナ設備と演出業務の委託業者を選定した。 
・参加確定申し込みを実施した。 

成果と評価：・参加予定人数について、参加隊は依頼人数とほぼ同数となったが、大会運営スタッフ
は必要人数の約半数に留まった。 

・自団の隊のままで参加する方式ついては、全体の約４分の１に留まった。 
・各専門部会の開催が秋以降に始まり、各部の具体的な業務内容とサブキャンプに関す

る調整、参加者に向けた情報発信が遅れている。 
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２．質の高い活動のための方策(セーフ・フロム・ハーム）

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

2-1
ポリシー（考え方）の制定、ガイドライン制定、登録
との連動

平成２７年度に制定済。登録との連動は検討中。 ⇒ SfH安全

2-2
問題対処法、情報収集、聴取、裁定などの実務的
マニュアルの整備

問題解決のため、受付窓口を設定し、対処する組織整備を
行う。

○ ○ ○ ○
SfH安全

コミ

2-3
普及、啓発のための研修、ツール開発。Ｅラーニン
グの活用

普及を図るためツールを作成し、提供する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ SfH安全

2-4 抑止力の検討と広報活動
危害を起こさぬ機運づくりと広報活動による繰り返しの周知
行動を起こす。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SｆＨ安全

社・広報

主担当

Ⅳ．長中期計画の行動計画より取り組んだ施策 

 

 
１－１、１－２について、 

・隊指導者を支援する地区コミッショナーの役務の理解促進と効果的に支援を行うため、「地区コミッショナーハン
ドブック」を作成し、各地における研修に活用している。 

 
１－３について、 

・コミッショナー活動活性化検討タスクチームにより、地区コミッショナーの業務内容について調査を行い、 
２０１８（平成３０）年度は、各県連盟の定型外訓練について調査を行う。 

 
１－４について、 
・コミッショナー活動活性化検討タスクチームにより、コミッショナー制度全般の見直しに関する答申を受け、 
２０１８（平成３０）年度に団担当コミッショナー制度の改廃について検討する。 

 
１－５と１－６について 
・コミッショナーの各役務別の研修については、指導者養成委員会にて検討を進めている。 

 
１－７と１－８について、 
・本格的な検討には至っていないが、県連盟コミッショナーの任務と業務を見直すこととして、検討を続ける。 
 

１－９と１－１０について、 
・コミッショナー活動活性化検討タスクチームの答申を参考に、コミッショナー制度の全般的な見直しを継続して
行う。 

 
 

 

１．コミッショナーの充実
2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

1-1
地区コミッショナーを中心として地域の各隊をバッ
クアップしていく体制作り

コミッショナーハンドブック(地区編)を発行する。これに基づ
き、コミッショナーを中心に地区内の支援体制を構築し、全
ての役員が団、隊の支援を強化する。

○ ○ ○ ○ ○

1-2 地区コミッショナー養成訓練を充実する ＨＢ（地区編）を軸に研修実施。(日連→県連→地区） ○ ○ 継続 ⇒ ⇒ ⇒

1-3 ラウンドテーブルの研究及び充実化を図る
ラウンドテーブルのあり方の研究と定型外訓練の場として
活用する。

○ ○ ○

1-4 団担当コミッショナーの検証
Ｈ２８～２９　団担当コミッショナー制度を調査する。
Ｈ３０年度中に継続か廃止か判断する。

○ ○ 判断

1-5 現任研修開始による支援任務の強化 再任時に研修を必ず実施。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1-6
役務推進の自己貢献確認システムの導入(役務
の進行状況を自己評価する)

自己研修課題を設定し、任期内に成果を上げることを課す。
正コミッショナーに自己評価を報告する。

○ ○ ○ ○ ○

1-7 ブロック幹事の任務強化
研修、情報等を伝達するとともに、ブロック内の活動活性化
の中心となる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1-8 県連盟コミッショナーの日本連盟登録
業務の重要性を鑑み　スカウト活動活性化の中心である。
日連方針の推進者であることから今後検討する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

1-9
コミッショナー制度に関しての研究諮問会議の設
置

コミッショナーのあり方・制度を検討し答申する。 ○ ○ ○

1-10 各部門の質的向上 特にＢＳ部門を中心としたもの。 ○ ○ ○

主担当

ｺﾐｯｼｮﾅｰ

ﾁｰﾑ
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３．指導者養成
2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

3-1
3-2

１．ボーイスカウト部門の質的向上を図る
２．ハイキングやキャンプなど野外での活動を中心
とした本来のスカウト教育を推進する

訓練及びインサービスサポートによって、プログラムの充実
を図り、他項目の達成と連携して達成する。
全指導者のスカウト技能の修得とそれらを用いたプログラ
ム企画力の向上。

○ ○ ○ ○ ○ ○
指導者

養成

3-3 基礎訓練を全課程で共通化 全県またはブロックでのコースの実施。 ○ ○ ○
指導者

養成

3-4
ウッドクラフトコースの開設（長期野営の体得。典
型的、伝統的活動の修得。スカウティングのあり
方、スカウト精神（スピリット）の体得。）

スカウト技能の修得及びプログラムへの展開。コースの開
発、実施施行。

○ ○
ﾀｽｸ

ﾁｰﾑ

3-5 指導者の更新研修の確立 更新コースの開発、実施。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ

ﾁｰﾑ

3-6
任務別研修の実施（必要な人に必要な訓練を行
う)

コミッショナー、理事等に対する訓練開発を行う。実施につ
いてはコミッショナーが担当する。

○ ○ ○ ○
ﾀｽｸ

ﾁｰﾑ

主担当

２－１～２－４について、 
・２０１７（平成２９）年度は、「登録前研修」として事務局に相談窓口を開設し、各種の通報に対して県連盟を通

じた問題解決に取り組んだ。また様々なケースの評価から、県連盟や地区における実務的な対応方法に関するガ
イドラインの検討を進めている。 

・各県連盟ならびに地区においては、「セーフ・フロム・ハームセミナー運営ハンドブック」を活用した研修会を開
催し、指導者が思いやりの心を育み、セーフ・フロム・ハームに関わる危害防止の意識を高めることに取り組ん
でいる。 

・２０１８（平成３０）年度に向けては、さらに充実した啓発活動を行うために、スカウティング誌の活用、啓発
資料の作成、関連図書の推薦などにも取り組み、スカウトや保護者から信頼される指導者の情操面の養成に努め
る。 

 
 

 
３－１～３－３について 

・２０１７（平成２９）年度から全国で実施となったウッドバッジ研修所「スカウトコース」「課程別研修」は、参
加者がボーイスカウト指導者としての責務を果たすことができるように、スカウト教育に関する基本的な内容と、
隊運営に関する基礎的な方法を修得することを目的としている。 

・スカウトコースは「ボーイスカウト指導者として修得するべき基本的な知識・技能」を学ぶ体験型の共通コース
であることから、どの部門の指導者もボーイスカウト活動と野営生活の楽しさの一端を体験してもらうことがで
きている。 

・また、運営側の所員は、所長、隊スタッフ（隊長・副長・上級班長）、班担当所員がそれぞれ指導者としての言動
の見本を示すことが重要であり、特に班担当所員は参加者に対して的確なアドバイスや技能指導ができることが
求められることから各県連盟トレーニングチーム員の質の向上に繋がることが期待できる。 

・本年度のウッドバッジ研修所は、基本型での開設は、スカウトコース２４コース、課程別研修ＢＶＳ課程１８回、
ＣＳ課程１９回、ＢＳ課程１９回、ＶＳ課程１８回となった。一括型での開設は、１５コース、課程別研修ＢＶ
Ｓ課程７回、ＣＳ課程８回、ＢＳ課程１１回、ＶＳ課程７回となった。団委員研修所は１４コース、コミッショ
ナー研修所は４コースの開設となった。安全セミナーは、２０１６（平成２８）年度にウッドバッジ研修所を履
修した方を対象として８回の開設となった。どの研修においても隊指導者としての任務遂行への意識を高めさせ、
研修終了後もたゆまぬ努力が必要であることを強調している。開設する県連盟では、所員会議の内容や、隊運営
者、班担当所員の役務内容について工夫を重ね、より良い準備と運営方法について検討を重ねる必要がある。 

 
３－４について 

・指導者が長期間の野営を通じ、自然の中で生活する技能を用いてスカウティングの本質的な楽しさについて再確
認し、多くの体験を各地に拡げ、隊プログラムが充実していくことを目指して、２０１６（平成２８）年度、 
２０１７（平成２９）年度の２回開設して当初計画を終了した。厳しい自然環境からの学びを受けながら長期間
のキャンプ生活を体験し、仲間との協働を通じてスカウト野営の醍醐味を感じ取ることが出来た。今後は、２回
開催した評価を元に、定型訓練との関連や各県連盟の野営場において実施・展開できるような充実した内容を検
討する。 
 

３－５について 
・更新制度の検討を進めるにあたり、定期的に研修を受けることを必須（規程化）とするか否か、新たな定型訓練
カリキュラムを構築するか、スカウトコースへの再参加を勧奨するに留めるか、再訓練の期間なども含め、引き
続き検討を行っている。 

 
３－６について 
・「役務を持つ全ての成人に研修の機会を与えること」という「スカウト運動における成人に関する方針」に基づき、

まずコミッショナーの研修内容を中心に各種コミッショナーに必要な研修内容を検討している。また、理事等運
営者に対する研修については教育、組織拡充、財政など多方面にわたることが考えられることから、研修ニーズ
について調査の検討を行っている。 
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４－１について 
・４７全都道府県連盟の協力を得て、全国６９会場で「防災キャラバン」を実施した。折鶴キャラバンから数える
と３年目となる継続事業となった。前々回、前回よりさらに会場数を増やしての展開となり、各県連盟でもイオ
ンモール各店舗との連携や消防等とのコラボなどの試みも広がり、地域社会とのつながりを深めた。このことが
きっかけとなり、入隊につながる例が増えた。 

・また防災の日に向けた今回のキャラバンのＰＲ用イベントして、野口聡一宇宙飛行士を米国から招請し、イオン
モールの本拠地である千葉・幕張でのイベントでは４００人の聴衆を得て各種のメディアにも取り上げられ、ス
カウト運動の社会アピアランスの向上に貢献した。 

・団支援・組織拡充委員会では、組織拡充モデル県連盟の秋田県連盟・高知県連盟において、委員会として防災キ
ャラバン開催の支援を行った。 

 
４－２、４－３について 

・団支援・組織拡充委員会では、組織拡充モデル県連盟の秋田県連盟・高知県連盟において、県教育委員会、市教
育委員会、商工会議所、青年会議所、地元メディア関係他を訪問し、協力・支援要請を行った。昨年度に引き続
き各所訪問は、ボーイスカウト運動をご理解いただくための説明が中心であったが、次年度には、新団を発足で
きるよう準備を進めている。 

 
４－４について 

・「防災危機管理タスクチーム」により、「防災・危機管理の取り組みに関するアンケート調査」を行い、県連盟・
地区・団における取り組み状況の調査を行った。 

・スカウトが防災に関するスキル取得について興味を持って行えるような施策や、指導者に対する支援方法につい
て検討した。 

 
 

 
５－１について 

・９月からの移行開始に向けて、全国大会のテーマ別集会や各地での新進級課程に関する説明会を開催した。また、
移行要領、移行のためのリーダーハンドブック、進級課目読み替え表を作成し、新進級課程の特設ホームページ
に掲載した他、説明会で行われた質疑をＱ＆Ａにまとめ掲載した。 

・新進級課程に伴う新記章、進級手帳、技能を補足する進歩の手引き、面接・認証申請書を作成した。 
・一本化された進級課程の現行の両部門での取り組みを周知するとともに、部門の一体化について、過年度の検討

５．プログラムの見直し
2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

5-1 ＢＳ部門・ＶＳ部門一体化を含むプログラム見直し
両部門の進歩課程のシームレス化を図る。部門の一体化
を推進する。

○ ○ ○

5-2
現状の青少年の発達段階や学校学年制などを考
慮した部門の見直し

研究者を交えて検討を行う。部門の設定。 ○ ○ 移行

5-3
進歩の見直し→ターゲットバッジ・マスターバッジ
の発展的廃止

進歩課程の改定による移行時期満了による廃止。 ○ ○ ○ 廃止

5-4 企業と連携したバッジシステムの共同開発
社会で活用できる技能の修得のため、企業と連携し、章の
共同開発をする。

○ ○ ○ ○ ⇒ ⇒ ⇒

5-5 全ての部門での野外活動の拡大
教育効果の高い、アウトドア活動を展開する。特にＢＳ部門
以上は本来活動を行うため長期野営を進める方策を考え、
実施する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5-5 教育部門を次の４部門への移行検討

ＢＶＳ部門(遊育エントリー部門)、ＣＳ部門、ＢＳ部門（現行
ＢＳ＋現行ＶＳ）、ＲＳ部門（研究・社会貢献部門）。
現行部門の状況と活動のあり方を研究し、移行を検討する
(特にＢＶＳ部門とＲＳ部門）。

○ ○ ○

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

主担当

４．地域コミュニティづくり

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

4-1
スカウト運動の組識拡充を図りながら、地域連携
の強化

２３ＷＳＪで連携した折鶴キャラバン、平成２８年度の防災
キャラバンを活かしながら地域の拠点づくりを行い、地域の
青少年活動の中心的役割を示す。

○ ○ ○ ○ ○ ○
団支援・

組織拡充

4-2
未組織地域にスカウト団の発足、新しい団(隊)づく
り、拠点づくり

登録200人以下の県連を積極的に支援し、3年以内で新規
団を必ず発団させる。

○ ○ ○ ○ ⇒ ⇒ ⇒
団支援・

組織拡充

4-3
日本連盟による各自治体訪問や自治体首長、教
育関係者との懇談会などの開催

全国の首長等訪問・懇談を積極的に展開し、起点にし、青
少年育成、アウトドア教育、防災教育等、地域と一体化す
る活動の拠点づくりを提言、実行に導く。

○ ○ ○ ○ ○ ○
役員

事務局

4-4 防災活動の地域連携による取り組み
国、自治体、住民の協力を得るなどして、地域防災の取り
組みを図る。

○ ○ ○
ＳｆＨ安全

防災

危機管理

主担当
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６．登録制度の見直し

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

6-1 隊登録できる最低スカウト人数の検討
ＢＳの班制教育を基準とする班(組）のあり方と最小人数を
探る。

○ ○ ○ ○ ○

6-2 地域性を考慮した隊・団のあり方 少子化による人数の少ない隊のあり方を探る。 ○ ○ ○ ○

6-3
部門の検討に伴う各部門の登録の見直し(特に
BVS登録、RS登録）

部門見直しに伴う登録の仕方、登録費等の検討をする。
(BVS.RSの登録費について）

○ ○ ○ ○

主担当

団支援・

組織拡充

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ｺﾐｯｼｮﾅｰ

財務

内容を精査していくこととした。 
 
５－２について 

・コミッショナーのもとのタスクチームとして、教育関係者有識者会議（仮称）を設置することとし、その編成を
調整している。 

・プログラム委員会のタスクチームとして、前年度見直したＢＶＳ部門とＣＳ部門の新たな年齢区分によるプログ
ラムについて、教育関係者へのヒアリングを踏まえて次年度に実証ができるよう内容について検討した。 

 
５－３について 

・新たな進級課程の選択課目は技能章とし、移行完了とともに廃止することとした。既に公示された新技能章の他
に、現在の青少年が関心のある職業や資格に通じる新たな技能章を検討した。 

・タスクチームにて、ＢＳ部門の新たなスカウトハンドブックについて検討した。 
 
５－４について 
・社会連携・広報委員会（部）と連携して、カブスカウト部門向けのバッジプログラムを２社と検討・調整した。 

 
５－５について 
・進級課程検討の中で教育効果の高いアウトドア活動を展開、長期野営を進める方策の検討を行っている。 

 
５－６について 

・年齢区分を含めた部門の見直しについて、県連盟コミッショナー会議にて説明し、意見聴取を行った。ビーバー
部門を遊育エントリー部門とした「訓育、活動の目標、活動の実施」の改正案を作成した。 

・タスクチームで昨年度見直したＢＶＳ部門・ＣＳ部門のプログラムや進歩課目の実証について、その範囲や期間、
実証方法等を検討した。 

 
 

 
６－１、６－２について 

・登録制度の見直しは、前項のプログラムの見直しに応じて進める必要があり、状況を把握している段階である。
地域性を考慮した隊・団のあり方、加盟登録の在り方・仕組、スカウトがなく休団した団の指導者をどう残せる
か（スカウトクラブの在り方）等の検討を開始した。次年度より具体的な検討を進めていく。 

６－３について 
・財政と登録人口面か登録料改定がスカウト・指導者別に２０１９（平成３０）年度から実施されることになった
が、部門別の登録の仕方については、プログラムの見直しとともに検討される。 

 
 

 
７－１について 

・指導者の任務期間の長期化の解消や、新規指導者の獲得と養成を行うために、当連盟における成人のライフサイ
クルを確立し、定着化を目指している。 

 

７．スカウティングにおける成人の役割

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

7-1
多彩で多様な人材を確保するためのスカウティン
グにおける成人のライフサイクルの定着化

役務が一人に集中しないよう定着化を図る。 ○ ○ ○
指導者養成

ｺﾐｯｼｮﾅｰ

7-2
インサービスサポー卜の推進(いつでも、だれで
も、必要なトレーニングを受けられる）

コミッショナーの依頼を受け、トレーナーの定型訓練外の活
躍場所として機能させる。

○ ○ ○ ○ ○ ○
ｺﾐｯｼｮﾅｰ

指導者養成

7-3
２３ＷＳＪに参加・参画した人材を活用する。(人材
の多様性を図る)

２３ＷＳＪに協力頂いた人（特にホームステイ関係者）をアプ
ローチして、援助を依頼する。

○ ○ ○ ○ 国際

7-4
幅広い人材の登用（特に若いユース等の県連・日
連への登用）

運動の理解者→協力者→実務者に　(そして登用） ○ ○ ○ ○

7-5 ローバーの育成 ＡＰＲ、ＷＯＳＭへ戦略的に育成して派遣する ○ ○ ○ ○

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ｺﾐｯｼｮﾅｰ

国際

主担当
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８．情報伝達手段の刷新

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

8-1
ＩＣＴを一層活用しコミュニケーションを促進し、意思
決定や情報伝達に役立てる

8-2 各県連盟向けポータルサイトによる情報発信

8-3
グループウエアを利用した掲示板、ファイル共有、
会議・事業スケジュールなどの共有

主担当

○ ○ ○

事務局

ＩＣＴ

ﾀｽｸﾁｰﾑ

タスクチームを設置し、ＩＣＴ活用実行に向け、取組を展開す
る。
目標
①紙文書や郵送費の削減と情報の迅速化を図る。
②ＴＶ会議等の導入により会議構成員の労力軽減と旅費の
削減を図る。
③全ての会議は、タブレットを使用する形式の確立。等

○ ○

７－２について、 
・隊指導者の日常の活動に対するトレーナーの個別支援が指導者の資質の向上に資する取り組みとして、適切な支
援が出来るよう、今後も全国県連盟コミッショナー会議やトレーナー研究集会などにおいてインサービス・サポ
ートの推進を奨励していく。 

 
７－３について、 

・２３ＷＳＪに参加あるいは支援した人を含み、２０１７（平成２９）年度は日韓スカウト交歓計画の運営に関わ
る機会とともに、国際サービスチーム員（登録制）による国際交流のサポート体制を整えた。 

 
７－４について、 

・ＲＣＪ運営委員会のメンバーが全国大会、スカウト教育推進会議等に出席・参席する等、日本連盟での参画の機
会を設けている。また、企業への協力依頼を進める中で、加盟員以外に理解者を増やしている。 

 
７－５について、  
ローバースカウト年代のネットワークを活かして派遣情報を共有し、参加者を募り、今年度は次のとおり派遣した。 
・第１３回世界スカウトフォーラム派遣 

アゼルバイジャン・ガバラ 8月 5日～8月 21日 代表スカウト１人・オブザーバー３人 
・第４１回世界スカウト会議派遣 

アゼルバイジャン・バクー 8月 14日～8月 18日 青年代表１人・オブザーバー３人 
・第１５回世界スカウトムート派遣 

アイスランド 7月 25日～8月 2日 指導者２人・スカウト１７ 
・インターアメリカ地域主催リーダーシップトレーニング派遣 

エクアドル・キト 12月 28日～1月 3日 スカウト２人 
 
 

 
８－１について 

・大手インターネットサービス企業の、非営利団体向けに提供されている無償化または低価格化プログラムを享受
できることが決まった。今後、各県連盟事務局との連携を始めとし、各委員会や事務局で作成したリソースを全
国の加盟員が使える資産とできるよう、具体的な検討を進めている。 

 
８－２について 

・ＩＣＴタスクチーム以外でも、社会連携・広報委員会の定例会において、遠方の委員による出席をテレビ会議シ
ステムにより置き換え、効率化できた。 

・引き続き、会議の特性に合わせ各種会議で活用を拡げていく。 
・社会連携・広報委員会では隔週開催の定例ミーティングで遠隔在住委員がほぼ毎回ネット参加。本格導入を進め
コストダウンを伴う密なコミュニケーションを確立している。 

 
８－３について 
・社会連携・広報委員会では隔週開催の定例ミーティングで完全導入。ペーパー類は一切配布していない。 
・ペーパーレスの確立とあわせ、会議資料アーカイブの電子共有にも進んでいる。 

 
 

９．組織体制の検討

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

9-1
長中期計画に基づく施策展開を行う上で、必要な
組織的対応を行っていく

計画を円滑かつ確実に実行するため、必要な組織の変更を
行うなど計画遂行に向けての対策をとる。また、計画の進
行を監視するチームをつくる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
理事会

他

9-2
２３ＷＳＪで構築してきた「企業・行政との関係」な
どを継続できる組織作り（「企業連携」「公益性」を
意識した組織）

企業連携、公益性を強化できる組織を検討する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 事務局

9-3
日本連盟と県連盟の役割→それぞれにしかでき
ない業務を強化

日連・県連の役割を見極め、各位の業務を強化する。 ○ ○ ○ 事務局

9-4 １００周年基金の設立 基金を設立し、社会貢献に繋がる事業をめざす。 ○ ○ ○ 事務局

主担当
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１０．国家資格認定制度へのチャレンジ

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

10-1 ＢＳのノウハウを活かした野外活動指導資格制度
野外活動の指導者資格をＢＳ独自で立ち上げ、社会で認知
される資格に構築する。

○ ○ ○ ○ ○
事務局

他

10-2 ＢＳ教育を活かした各種研修を社会への提供
ＢＳの研修形式を活かした企業の初任者研修等にチャレン
ジする。

○ ○ ○ ○ ○ ○
事務局

他

主担当

 
９－１について 
・「財政再建及び組織改革の基本方針」において、組織体制の見直しを開始した。 

 
９－２について 

・１７ＮＳＪを話題の端緒に、１００周年に向けた協力を得られるよう、２３ＷＳＪ関連、維持会員関連等の企業
リストを統合しアタックリストを作成した。２０１７（平成２９）年度内に挨拶状を発し、２０１８（平成３０）
年度に協力依頼まわりを進める。 

・財政ビジョンへの取り組みに関連して、企業からの寄付を募るための新たなチーム編成について、理事長からの
進言もあり、この具体化を進める段階となっている。 
 

９－３について 
・県連盟に関する教育規程の改正を行い、各県連盟との連携をより強化した。 

 
９－４について 

・１００周年記念事業準備委員会にて基金の構想等を検討したが、具体化までは至っていない。引き続き具体化を
進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０－１について 
・ＢＳ独自の野外活動指導資格については、今後の検討課題としている。 

 
１０－２について 

・企業・団体向けの研修システムについては２月に山口県の無人島において、山口県連盟・愛媛県連盟からの奉仕
スタッフも得ながら、企業側参加者３３人による１泊２日の野営研修事業の試行を行った。また都内での日帰り
研修等の企画を進め導入のための営業試行活動を行った。 

・研修プログラムのメニュー化、営業ツール等を整備しながら収益事業化も含め、更に導入のための試みを進める。 
 
 

 
１１－１について 

・加盟員外への表彰を含めた維持会員年功章の仕組みを立案し、導入の機関決定を受けた。２０１８（平成３０）
年度からの施行に向けて表彰準備を進めている。 

 
１１－２について 
・連盟のフェイスブックページ等で「善行」関連のトピックを随時紹介し、意識高揚を図った。 
・ＰＲ計画では「なろう。一人前に。」をキャッチフレーズに各種キャンペーンを展開した。「人の役に立つ」こと
がボーイスカウトのアイデンティティであることの普及を内外に発信した。 

 
１１－３について 
・プログラム委員会、ＲＣＪを中心に今後検討を進める。 

 
１１－４について 

・現代の青少年に関する調査、分析等の研究を、前年度からの２年度で「教育有識者会議」を編成し行うことにな
っていたが、青少年に関連するさまざまな分野からの専門家の協力を得ての有識者会議は編成に至らなかった。
ただし、青少年研究の一環として、ボーイスカウトにおける教育効果の測定を大学研究者等による研究ユニット
に協力し、ボーイスカウト隊での１年間の体験が青少年にどのような影響を与えるかの調査を行った。２０１６

１１．公益事業の取り組み

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

11-1
運動内関係者にとどまらない表彰制度の検討と導
入

組織外の方々に、優れた方を表彰する制度を立ち上げる。 ○ ○ ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 事務局

11-2 善行の日常化の推進 善行が日常的な国民活動となるよう、計画、実行を進める。 ○ ○ ○ ○ ○

11-3 新しい公益事業の取り組み ローバー年代を中心に新公益事業を考え、打ち出す。 ○ ○ ○ ○ ○

11-4 １１－４．現代青少年の研究 教育有識者会議を編成し、研究する。 ○ ○
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

事務局

主担当

ｺﾐｯｼｮﾅｰ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

社・広報

事務局



- 14 - 

（平成２８）年度より準備を進め、２０１７（平成２９）年度開始時期にアンケートを行い、回答集計を行った。
プログラム終了時期の第２回目アンケートについては、２０１８（平成３０）年度早々に行い、集計し、１年間
の体験の影響について分析、発表を行う予定。教育有識者会議については、この集計分析などを用いて２０１８
（平成３０）年度からの着手となる。 

 
 

 

１２－１について 
・活動的で冒険的な野外活動の拠点として、高萩スカウトフィールドの施設の充実を図った。「野営規準」の見直し

と「施設ガイドライン」は今後の検討課題としている。 
 
１２－２について 
・高萩スカウトフィールドにサマーキャンプ等プログラム提供の場を常設し、モデル化を進める。 
 

１２－３について 
・２０１８（平成３０）年度からの取り組みとして、優良野外活動施設認証基準を検討する。 
 

１２－４について 
・２０１８（平成３０）年度からプログラム委員会でプログラムパッケージの検討を進める。 
 

１２－５について 
・２０１７（平成２９）年度も地球環境基金の助成を得て、地域の小学校４校から延べ４４９人が参加して、授業
の一環として、自然体験教室を実施し、その活動を通じてプログラム開発を行った。 

・２０１５（平成２７）年度から３カ年取り組んだ自然体験教室の成果を取りまとめて事業評価を行い、エコプロ
２０１８にて報告した。 

 
１２－６について 

・「富士特別野営２０１７」にて大会本部プログラム班に過去の参加者を含むローバースカウトを受け入れ、実際に
展開されるプログラムを体験することを通じて訓練を実施した。 

 
１２－７について 
・諸施設を通じて関係機関とパートナーシップの構築を図っている。 

 
１２－８について 
・候補地となっている関係県庁との調整は停滞していることから、今後新たな候補地を探す必要もある。  

１２．野外活動施設の確保

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

12-1
活動的で冒険的な野外活動拠点となる施設の確
保と充実（野営基準見直しによる「ボーイスカウト
野外活動施設」ガイドラインづくり）

 「野営基準」の見直しとともにＢＳ用「施設ガイドライン」を検
討する。

○ ○ ○ ○

12-2
日本連盟野営施設の充実（ガイドラインに沿った開
発、整備し「これがBSキャンプだ」のモデル化をす
る）

高萩フィールドなどモデル野営地をつくる。 ○ ○ ○

12-3
ボーイスカウト優良野外活動施設認証基準を定め
て認証し、県連盟野営場などへ拡大

　（平成３０年度以降の取り組み）
日連で優良基準を定め、適合野営地を優良認証する。

○ ○ ○ ○

12-4 プログラムパッケージの開発と提供 野外活動を重視した集会パッケージの開発 ○ ○ ○ 提供 ⇒ ⇒

12-5
スカウトキャンプの体験、学校の課外授業、企業
研修の提供

国家資格とチャレンジと併せ学校の課外授業の提供を検討
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

12-6
ユーストレーニング（次世代のスタッフトレーニン
グ）を検討

ＦＨＡのスタッフや高萩フィールドでのワークキャンプを通じ
てスタッフの育成やユースのためのトレーニングを検討す
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12-7
施設を通じたパートナーシップの構築（自治体、企
業、学校、教育機関、他団体、国（文部科学省、
環境省、林野庁等））

諸施設を通じて関係機関とパートナーシップの構築を図る。 ○ ○ ○

12-8 ジャンボリー会場となりうる土地の確保 ８０万坪規模の常設ジャンボリー野営地を探す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主担当

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾀｽｸﾁｰﾑ

事務局
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Ⅴ．一般事業の取り組み 

 

１．主として団に関する事業（団－１～１６） 

 

 
団－１：信仰奨励委員会で、宗教章授与基準を設置していない教宗派でも取得できる仕組み等、信仰奨励、普及の

ための検討を行った。 
・委員が分担してスカウティング誌に信仰奨励を図る記事を執筆、掲載した。 
・５月の全国大会時に「宗教関係者の会」年次総会（出席会員１０人）を行った。現在の会員数４２人。 
・本年度は３４５人が宗教章を取得した（前年度取得者４０１人）。 

 
団－２：定型訓練の参考資料として改訂した「基本動作・礼式の基準」を各地における基本動作の指導に活用して

いる。 
 

団－３：公共のマナーの大切さについては、「日本連盟コミッショナー通達（夏季の諸活動・冬季の諸活動）」によ
り、各県連盟を通じて周知している。 

 
 団―４：各団・隊で「日々の善行」を日常生活の中で出来るよう取り組んでいる 
 

団―５：「スカウトの日」の実施を通じて、地域奉仕活動を地域団体や地域行政などとも協力して進めることについ
て奨励を行ったが、通年を通じた取り組みなど、今後も継続して促進を進める必要がある。 

 
団―６：復興支援活動に関連して、災害時の募金活動等が行われた。 

 
団－７：「スカウトの日」は９月１８日（第３月曜日敬老の日）に一般財団法人セブンイレブン記念財団の協賛、文

部科学省・環境省・厚生労働省の後援をいただき、テーマ“地球大好き！ I Love the Earth.”のもと、
「日日の善行」の一環として全国の加盟団・隊のスカウト・指導者が、奉仕活動としてさまざまな社会貢
献活動を展開した。地域住民の方と取組み、ボーイスカウト活動を広く周知するため、申し込みのあった
団・隊には、コミュニケーションロゴを入れた「絆創膏」と参加記念バッジを参加人数に応じて配付した。 
参加報告集計結果は、参加団５３９団、参加者１９,２７８人であった。 
＊２０１７（平成２９）年度実績７４８団、２５,３３５人 
２０１６（平成２８）年度から事前申し込みと実施報告をインターネットのみの受付としたため、実際に

＊重点施策・重点事業に含まれるものを除く

一般事業 日 県 地 団

1 スカウトの信仰を奨励する。(信仰奨励委員会・宗教関係者の会) ◎ ◎ ◎ ◎

2 礼儀（挨拶）と規律（基本動作とスマートネス）を基準に基づいて確実に指導する。（日コミ・県コミ・地区コミ）　 ○ ◎ ◎ ◎

3 公共のマナーの大切さについて理解を喚起する。（日コミ・県コミ・地区コミ）　

4 スカウトの「日日の善行」を班・隊活動のほか日常生活の中でも促進する。（隊） ◎

5 班・隊・団・地区・県連としての地域奉仕活動のほか、地域団体とも協力して行う。 ○ ○ 〇

6 震災等の復興支援活動を展開する。（団、地区、県連、日連） ○ ○ ○ 〇

7 「スカウトの日」には各種奉仕を中心とした活動を積極的に展開する。（プ・県連） ○ ○ ○ ○

（地域各種団体とも協力して地域の奉仕活動や老人ホーム訪問等を推進する。 ）

8 スカウトゲーム集、スカウトソング集を活用する。（プ） ○ ◎ ◎ ◎

9 第６０回JOTA、第２１回JOTIへの参加を推進する。（プ） ○ ○ ○

10 英国エディンバラ公国際アワード（プログラム）の推進を図る。（プ） ◎ ○ ○ ◎

11 県連盟コミッショナー推進のアクションプランの実施・状況を確認し継続する。　（日コミ・県コミ） ○ ○ ○ ◎

12 BVS・CS部門からの上進率を高める施策を検討し（プ、県コミ）、隊、団がこれを活用する。 ◎ ○ ○ ◎

県連盟・地区は団・隊が有効活用できるよう支援を行う。 　 　 　

13 隊長と保護者のコミュニケーションを一層密にする。(スカウトの成長などについて） ○

14 団・隊はスカウト・保護者に対して、「スカウト活動に関するアンケート」を活用する。（団･組） ○ ○ ○ ◎

県連盟・地区は有効活用の支援を行う。 ○ ○

15 各団で説明会の普及を図る。県連盟・地区は団が有効活用できるよう支援を行う。 ○ ○ ◎

（団、県連盟、地区）

16 『スカウティング』誌の充実を図り（社・広）、隊団での有効活用を促進する。（コミ） ○ ○

（隊・団指導者に向けた「スカウト教育法」の理解・応用に具体的に役立つ記事や保護者の理解促進に資する記事を掲載する）

所管組織

主
と
し
て
団
に
関
す
る
事
業
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活動を実施したもののインターネットの入力に対応できない団があり、報告数が減少したと考えられる。
この取り組みを広く一般に周知するため、日本最大級の環境展示会「エコプロ２０１７」にブース出展し
発信した。環境保全・環境美化活動以外にも、地域の奉仕活動が展開されるよう検討している。 
 

団－８：スカウトゲーム集、スカウトソング集を活用については、隊、団活動の更なる推進の一環として、隊指導
者の実践に役立つツールとして「スカウトゲーム集」を２０１４（平成２６）年度に発行し、これが活用
され、より楽しい魅力的な隊活動となるようゲーム集の周知を図っている。このゲーム集は、これまでに
２刷（年間頒布数７９６冊・前年度４７８冊）を発行し、多くの指導者に活用されている。 

 
団－９：第６０回ＪＯＴＡ、第２１回ＪＯＴＩは、次のとおり実施された。 

・世界スカウト機構が主催する公式国際行事として“60 Years Connecting Scouts”のテーマのもと、世界
中のスカウト関係者が、無線交信やインターネット接続での情報交換により、お互いを理解し知識と友情
を深めた。 

・開催日時：１０月２０日（金）００：００～２２日（日）２４：００ ７２時間 
・日本ボーイスカウトアマチュア無線クラブ協力のもと、東京・ボーイスカウト会館に無線機等を設置して、
２泊３日の期間、運用・参加した。 

・台風の影響により、例年交信しているキャンプ場移動局との交信はできなかった。 
日本連盟での運用・見学者は、３日間で延べ７０人、国内の運用・参加について、２３県連盟６４人か
ら報告があり、延べ１，１１４人が参加・見学した。前年度となる２０１６（平成２８）年度は６７件、
延べ８８３人であった。 
参加の内訳としは、ＪＯＴＡ参加が２６件、ＪＯＴＩ参加が１７件、両方への参加が２１件、計６４件
で、参加スカウト４４７人、参加指導者・支援者３６６人、見学者１２７人であった。 
参加人数は昨年度から若干上回り、ＪＯＴＡ・ＪＯＴＩ両方に参加する形態が増えた。 
 

団－10：英国エディンバラ公国際アワード（プログラム）は、１４０以上の国と地域で展開され、８００万人以上
の青少年が参加し世界的にも認められている本プログラムをローバースカウトおよび同年代の指導者に提
供を引き続き実施し、プログラムの推進や推奨を行っている。２０１７（平成２９）年度は、新たに３人
（前年度１０人）のスカウトが参加登録し、延べ３５人のスカウトがアワード取得に向けて取り組んだ。
２０１７（平成２９）年度、計６人（ゴールド１人、シルバー３人、ゴールド２人）のスカウトが修了し、
２０１３（平成２５）年度の開始以来、初めての修了者となった。 

 
団－11：２０１７（平成２９）年度は、全国県連盟コミッショナー会議において、各県連盟コミッショナーのアク

ションプランの発表はなかったが、各県連盟においては継続して取り組みが行われており、各地区・団の
さまざまな状況の把握に努めている。 

  
団－12：カブスカウト部門の一部プログラム改正と上進時期の変更について、県連盟コミッショナーを通じて各団・

隊の移行完了について周知を図った。 
 

団－13： 新規加盟員の獲得と中途退団を抑止するためにヒントを加盟団に提供することを目的として、団支援・組
織拡充委員会の下に「母親世代タスクチーム」を編成し、２０１６（平成２８）年１１月から２０１７（平
成２９）年１２月の間に５回の会議行った。その結果を「報告書－母親の本音から探る新規加盟員獲得と
中途退団防止の１４のポイント」として取りまとめたので活用を進めたい。 

 
団－14：「スカウト活動に関する満足度調査」は、既に実施している団があるが、より効果的に進められるよう内容

の見直しを進めている。 
 
団－15：「団－13」と同様に、説明会でも「報告書－母親の本音から探る新規加盟員獲得と中途退団防止の１４のポ

イント」の活用を進めたい。 
 
団－16：スカウティング誌の充実については毎号質の高い情報提供を試みた。なお費用面で印刷物として届けられ

ない保護者ほか関係者にも閲読いただけるよう、１月号よりＰＤＦ版のデジタル配信を開始。活用の幅を
広げていただけるよう試みている。 
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２．主として県連盟・地区に関する事業（県－１～１０） 

 

 
県－１：新訓練体系に基づく各種訓練を全国各地で実施した。 

ウッドバッジ研修所「スカウトコース」（３９コース） 
・全国展開初年度であることから、運営側がコースの目的・目標をよく理解し、参加者の研修効果が上
がるよう効果的な支援をおこなった。 

・セッションの運営に関しては、コースの開設地域に応じた工夫がなされ、参加者の理解を生む努力が
行われている。 

ウッドバッジ研修所「課程別研修」（のべ９９回） 
・青少年の年代別の特性や各部門の隊運営や進歩制度の特徴、プログラムの立案について学ぶ内容とな
っている。 

・課程別研修を履修することで「隊指導者基礎訓練課程」の修了となり、上級訓練へとモチベーション
を維持し、さらに自己研鑽に励むことが期待される。 
 

団委員研修所（１５コース） 
・団委員の実務を中心とした研修内容であることから、団の組織と運営の概要について理解し、団委員
会、団会議の機能と連携や各隊活動への支援、団委員会の業務について理解する内容となっている。
セッションの運営については、参加者の状況や地域差により所長の適切な対応が行われている。 

コミッショナー研修所（３コース） 
・コミッショナーとして、隊・団の現状を把握し、支援を行うことの重要性の理解と、業務の流れ、コ
ミッショナーに求められる知識、技能、態度などに関する理解を深めることにポイントを置いた研修
内容となっている。セッションの展開方法については参加者の状況や、地域差により所長の指導に任
せている。 

 
県－２：スカウトへの野外活動指導力を高め、プログラム企画力の幅を広げるために、スキルトレーニングを設置

している。このスキルトレーニングの履修認定作業を広く、きめ細かく実施するため、各県連盟の推薦に
よる「スキルアップアドバイザー（スキルトレーニング履修認定者）」を委嘱し、日本連盟トレーナーを必
要数確保できない県連盟の指導者がスキルトレーニングに取り組み易くしている。引き続き指導者の資質
向上のためにスキルトレーニングの積極的な取り組みを推進する。 

 
県－３：指導者自身の自己研鑽や、任務変更のために新たに上級訓練課程への参加が求められる指導者に対しては、

各県連盟の協力を得て上級訓練の内容を周知し、必要な研修への参加について勧奨する。県連盟ディレク
ター研究集会において上級訓練への参加状況を示し、あらためてスキルトレーニング設置の意義を説明し、
各県における上級訓練課程への参加促進を行った。各県連盟において第一教程への取り組み状況を十分に
支援し、計画的に第二教程への参加希望者の確保が必要である。 

 
県－４：全国の指導者の資質向上のため、隊・団への継続的な支援を行う。各県連盟において、インサービス・サ

ポート（指導者の任務中の支援）の充実に努めることにより、指導者一人ひとりが自己研鑚によって知識・
技能・心構えを高め、日常の活動の充実や団の発展に寄与できるよう、継続して支援を行う。 

 
県－５：ボーイスカウト振興国会議員連盟表彰で若手指導者を表彰できるようにしている。 

 
県－６：「組織拡充担当」を団・地区・県連盟に置き組織拡充を推進することについては、団支援･組織拡充委員会

で全国の組織拡充担当委員長会合を１１月１１日・１２日に開催し、推進を依頼した。 
 

一般事業 日 県 地 団

1 各種訓練機関（ＢＳ講習会、WB研修所、安全セミナー、WB実修所、団委員実修所など）を実施する。（指） ◎ ◎ ○

2 「スキルトレーニング」への積極的な取り組みを促進し、上級訓練への参加者数を増加させる。（指） ◎ ○ ○

3 隊長の当該隊指導者上級訓練課程への参加を促進する。（指、コミ） ◎ ○ ○

4 指導者の資質向上を図る。（指・県コミ） ◎ ◎ 　 　

5 特に若手指導者を表彰できるようにする。（日コミ・県コミ） ◎ ◎

6 団・地区・県連盟に「組織拡充担当」を置き各組織にて会員拡充を推進する。（団・組） ◎ ○ ○

7 組織間の訪問を推進する。　日連→県連、県連→地区、地区→団 ◎ ◎ ◎

8 アウトドアチャレンジ事業を県連盟独自事業として展開する。 ○

9 安全促進(基幹)フォーラムを開催する。（SfH・安）  ○ ◎

10 「セーフ・フロム・ハーム」セミナーを開催する。（SfH・安）  ◎ ○

所管組織

主
と
し
て
県
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県－７：組織間の訪問を推進することについて、日本連盟から県連盟へは、団支援・組織拡充委員会において組織
拡充モデル県連盟として、秋田県連盟、山口県連盟、高知県連盟を訪問した。またこの他に群馬県連盟、
新潟連盟、奈良県連盟、徳島連盟、福岡県連盟を訪問し、団支援・組織拡充についての講演等を行った。
県連盟から地区、地区から団への訪問は、各県連盟で推進している。 

 
県－８：２０１４（平成２６）年度より事業を自然体験推進協議会（ＣＯＮＥ）に事務局運営を移管し、実施する

都道府県連盟とＯＤＣ事務局とで実際に事業を進めている。２０１７（平成２９）年度も日本連盟として
事業に対する直接的な関わりは行わず、実施する。連盟組織内へはＣＯＮＥに移管したＯＤＣ事務局が運
営を働きかけている。日本連盟としては事業権を保持しているので、今後の本事業の方向性について引き
続き検討を行っている。 

 
県－９：安全促進（基幹）フォーラムは、ボーイスカウト活動における安全の促進により、事故発生件数の低減化

を図ること、日本連盟が構築した「安全確保と補償のシステムループ」の理解を広めること、蓄積された
事故実績データの有効活用を図ることを目的に開催している。更に、基幹フォーラムに参加した指導者に
よる安全促進拡大フォーラムを開催している。 

 
    ２０１７（平成２９）年度安全促進（基幹）フォーラム： 

５会場で開催、１７５人が参加 
①和歌山会場 ６月１８日（日）和歌山市河南コミュニティーセンター 参加者４８人 
②宮城会場  ７月 ９日（日）宮城県連盟事務局          参加者２９人 
③東京会場  ９月１０日（日）ボーイスカウト会館         参加者３３人 
④千葉会場  ９月２４日（日）佐倉市立中央公民館         参加者２９人  
⑤群馬会場  ２月２５日（日）群馬県青少年会館          参加者３６人 
２００９年（平成２１）年度から始まったこのフォーラムは、２０１７（平成２９）年度末までに、
４２回（参加４３県連盟）で開催され、延べ１，８３１人が参加している 

    ２０１７（平成２９）年度安全促進拡大フォーラム： 
６会場で開催、１０４人が参加 
①大阪会場  ５月２８日（日）吹田市自然体験交流センター     参加者１２人 
②千葉会場  ６月１８日（日）船橋市高根台公民館         参加者１７人 
③静岡会場 １２月 ３日（日）磐田市豊田福祉センター        参加者１３人 
④千葉会場  １月２１日（日）君津市上総地域交流センター     参加者２９人 
⑤千葉会場  ３月１１日（日）千葉市中央コミュニティセンター   参加者１３人 
⑥東京会場  ３月１０日（土）台東区浅草寺普門会館        参加者２０人 
２０１０年（平成２２）年度から始まった拡大フォーラムは、２０１７（平成２９）年度末までに、
４０回（延べ１２県連盟）で開催され、１，０５０人が参加している 

 
県－10：セーフ・フロム・ハームガイドブックを活用したセミナーの県連盟・地区における開催を推奨し、「指導者

としての取り組み」「問題の発生と対応」などについて参加者が意見交換することにより、これまでの言動
を見直し、質の高い活動へ取り組むよう指導者の意識の変革を図っている。 
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３．主として日本連盟に関する事業（日－１～４８） 

 

 

一般事業 日 県 地 団

1 新しいユニフォームについて全部門への移行を促進する。 ○

2 隊活動の標準展開例のツールを作成する。（プ） ○

3 富士スカウトを顕彰する。（代表表敬）（プ） ◎ ○ ○ ○

4 全国ローバースカウト会議（RCJ)を通じてローバースカウト活動の活性化を図る。  （プ） ◎ ○ ○ ○

5 ＲＳ部門の在り方について方向性を検討し、確定する（プ） ◎

6 RS年代の全国組織を活かした活動を推進し、ＲＣＪフォーラムを開催する。（プ・日コミ） ○

7 英国エディンバラ国際アワードリーダー研修会を開催する。（プ） ◎ ○

8 海外派遣事業を実施する。（国） ◎ ○ ○ ○

9 海外スカウト受入事業を推進する。(国) ◎ ○ ○ ○

10 国際活動サービスチームの活動を推進する。（外国スカウト案内、海外派遣支援、翻訳協力等）（国） ○

11 イン・サービス・サポート（指導者への任務中の支援）充実のため、各種資料を作成する。（指） ○

12 日本連盟トレーニングチームの充実を図る。(指) ○

13 トレーナー研究集会、トレーナー訓練を実施する。（指） ◎ ○

14 新任トレーナーを養成する。（指） ○

15 平成２９年度全国大会を開催し、指導者としての研鑚を積む。(鳥取県鳥取市） ◎ ○ 〇 〇

16 組織拡充モデル県連盟を数県連指定して日本連盟と一体となって組織拡充を推進する。（団・組） ◎ ○ ○ ○

17 募集説明会用に手持ちのものを再編集して活用できるツールを作成する。（社・広） ○

18 全国組織拡充担当委員長会合を開催する。（団・組） ◎ ○

19 組織拡充顕彰を実施する。（団・組） ○

20 中途退団数の実人数を把握する。（事） ○

21 組織を挙げての広報活動を対外部に向けて実施する。（社・広、県連・地区そして団） ◎ ○ 〇 〇

そして、ボーイスカウトの認知度を上げ、会員を増やし日本のスカウト運動を活性化させる。

22 目的を明確にした広報資料を作成する。（社・広）

（a ボーイスカウトとは．．一般的なもの　b 新規募集のためのもの．．最終ページを県・団などで加工できるようにする　c 入団した保護者向けのもの） ○

23 スカウト運動のイメージを社会に広める。（社・広） ○

24 すべてのスカウト保護者向け資料の提供を検討する。（社・広） ◎ ○

25 ホームページ等電子媒体の充実と活用を図る。（社・広） ◎ ○

26 全国ＢＳ写真コンテストを実施する。（社・広） ◎ ○

27 新刊書籍・資料の検討を行い発行する。（プ、指、社・広） ○

28 ＷＯＳＭ・外国連盟資料を翻訳し出版する。（プ、指、社・広） ○

29 絶版書籍の再版を検討し実施する。（プ、指、社・広） ◎ ○

30 各種ハンドブックの内容改訂を行う。（関連委員会） ○

31 スカウト歌集の編纂を検討する。（ソ） ○

32 スカウトソング研修会を開催する。（ソ） ◎

33 維持会員入会促進活動等を推進する。（事） ○

34 ボーイスカウトカードへの入会促進を図る。（事） ○

35 遺贈システムのＰＲと促進を図る。（事） ○

36 世界スカウト財団・ＡＰＲ財団への支援を行う。（事） ○

37 スカウトライオンズ／スカウトロータリアン入会促進活動等を推進する（事） ○

38 ともに進もう（ひとり親家庭等応援）助成プログラムを促進する。　（社・広、財） ◎ ○ ○ ○

39 書き損じはがき等回収による「もったいない寄附」を促進する。（社・広、財） ◎ ○ ○ ○

40 ２３ＷＳＪで構築した募金ネットワークを継承し活用する。（社・広、財） ◎

41 行政・民間からの委託・助成事業を獲得する。（事） ○

42 東京オリンピック・パラリンピック支援への準備に取り組む。（事） 〇

43 新しい野営場用地の確保のためプロジェクトチームを設置し検討を進める。（ＰＴ） ○

（日本ジャンボリーなど開催可能な常設キャンプ場や指導者訓練野営場の確保を目指す）

44 静岡県立富士山麓山の村施設の活用を促進する。（事） ◎ ○ ○ ○

45 野営場整備について各県連盟等の自主的協力も促進しつつ、 ◎ ○ ○ ○

全国の加盟員がプログラムとして活用することを推進する。（ＰＴ、プ）

46 平成２９年度以降の安全促進フォーラム内容の検討を行う。（SfH・安） ○

47 防災・危機管理に関する提言を具現化する。（防危） ◎ ○

48 「共済事業」の運用を行う。（共済委員会） ◎ ○ ○ ◎

所管組織
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日－１： ２０１７（平成２９）年度は、新しいユニフォーム販売の２年目となった。ビーバースカウト、カブスカ

ウトの両部門は新しいユニフォームへの移行が順調に進んでいる。ボーイスカウト部門以上は、加盟員数
の約５５％まで移行が進んでいる。これまでのユニフォームは２０１８年（平成３０）年８月末日までの
着用となるため、新しいユニフォームへの移行を促進する。 

 
日－２：ボーイスカウト部門・ベンチャースカウト部門の新進級課程と連動したプログラム立案の手引きを検討し

ている。 
 

日－３：富士スカウトの顕彰（代表表敬）は、次のとおり実施した。 
・富士スカウト代表による国の主要機関への表敬訪問を行い、スカウト自身の情熱の喚起と社会貢献意
欲を向上させることを目的に開催した。 

・２０１７（平成２９）年１月１日から１２月３１日までに富士スカウト章を受章した３２県連盟   
１６５人のスカウトを事業対象者とし、その中から県連盟に推薦された代表スカウト９４人により実
施した。 

 
〈東宮御所表敬〉 

日 時：２０１８（平成３０）年４月５日（木）14:30～15:20（東宮御所日月の間） 
参加者：代表スカウト３１県連盟４７人 

 
〈首相官邸・文部科学省表敬〉 

日 時：２０１７（平成２９）年３月２７日（火）11:40～12:00（文部科学省） 
                       18:00～18:20（首相官邸） 
参加者：代表スカウト２０県連盟４７人 

 
・司会、決意の言葉、弥栄を行うスカウトは、自己紹介等の動画を提出資料とし選考を行った。 
・代表スカウトは、訪問日前日に集合し１泊２日の準備訓練を実施した。 
・参加者アンケート等により、スカウトにとって多くの学びや成果があったことが確認できた。 
・皇太子殿下のお言葉、林文部科学大臣、安倍内閣総理大臣、そして、富士スカウトＯＢの山本ボーイ
スカウト振興国会議員連盟理事からも激励の言葉をいただくことができた。 

・昨年度の事業対象者は１４７人に対し今回１６５人で、約１割の増加となり、富士スカウト章取得者
はベンチャースカウト全体の約２．５％である。 

・２０１７（平成２９）年度（４月１日～３月３１日）の富士スカウト章受章者は、１８７人となり、
２０１６（平成２８）年度受章者１３１人より４割ほど増加した。 

 
日－４：全国ローバースカウト会議（ＲＣＪ）を通じてローバースカウト活動の活性化を図ることについては、次

の活動を展開した。 
・全国大会において、４０県連盟の代表が集まり年次総会を開催した。また、テーマ別集会にて、ロー
バースカウト活動とＲＣＪについての活動紹介と世界のローバーリングについてプレゼンを行った他、
期間中を通じてエキスポ会場にて全国の活動紹介を行った。 

・総会の決議により２０１８（平成３０）年度に野営大会を開催することとし、実行委員会を編成して
準備を開始した。 

・新たな運営委員にて、全国とのつながりを広げるとともに、そのネットワークを活かして日本連盟主
催事業や海外派遣の情報を共有して、協力者や参加者を募った。 

・９月 ＲＣＪフォーラム２０１７（参加者募集） 
・１１月 しぜんとあそぼデイキャンプ２０１７ in 高萩（スタッフ募集） 
・海外派遣については長中期計画の７－５に記載 
・各ブロックにおいてオンラインを中心とした会議が定期的に開催された他、対面会議を開催した。 
・関東、近畿、中国・四国ブロックにおいてブロックイベントを開催した。 
・効率的な情報提供や情報交換を実現するために、１０月よりホームページを公開し運用を始めた。 

 
日－５：ＲＳ部門の在り方の方向性については、「ＲＳ部門在り方検討タスクチーム」にて、部門の在り方、ハンド

ブック、セミナー、ＲＳ認識章等を引き続き検討した。 
 

日－６：参加者が話し合いや交流を通して、スカウティングにおける課題解決のための契機となるよう、次のとお
りＲＣＪフォーラム２０１７を開催した。 

期 間：１０月７日（土）～９日（月・祝） 

会 場：大阪府少年自然の家 

参加者：３２県連盟１２８人、実行委員９人 

テーマ：「BLAZING THE TRAIL」   ～その一歩を踏み出す前に～ 

 
・過去のフォーラムを経験者と公募によるローバースカウトを中心とした実行委員会で運営を行った。 
・全国の様々な活動の報告の中で、夏季に実施された世界スカウトフォーラム派遣、世界スカウトムー
ト派遣などを参加者に発表した。 

・前回と同様に、全体の採択文は作らず、個人の目標としての採択文を事後アンケートにより取りまと



- 21 - 

めた。 
 
日－７：英国エディンバラ公国際については、一般事業（団－１０）に記載とおり、ローバースカウト年代のプロ

グラムの一環として、英国エディンバラ公国際アワードを導入しており、今年度初めて挑戦者の修了認定
を受け、計６人のスカウトが修了した。英国エディンバラ公国際アワード財団事務局長と面談し、日本連
盟が独自にアワードリーダー研修会を実施できるなどの権限が持てるＯＡ（operation authority）の認証
を受けることの提案があった。今年度末に日本事務局の閉鎖に伴い、１２月末までをイギリスの国際アワ
ード財団との関係確認や新たなライセンス契約を構築するための移行期間として、限定的に活動すること
となった。 

 
日－８：海外派遣事業については、今年度は１１事業あり、アメリカ、アイスランド、アゼルバイジャン、エクア

ドル、オーストラリア、韓国、スイス、ノルウェー、フィンランド、モンゴルの１０カ国で、合計９４人
を派遣した。 
 
① カンダーシュテーク夏季野営スタッフ派遣（ローバースカウト１人） 
② ２０１７アメリカジャンボリー派遣（スカウト９人、指導者３人 合計１２人） 
③ 韓日スカウトフォーラム派遣（スカウト１０人、指導者３人 合計１３人） 
④ スカウトオーストラリア短期留学(学習旅行)派遣（ベンチャースカウト２人） 
⑤ 第１５回世界スカウトムート（アイスランド）派遣 
（ローバースカウト１７人、指導者２人 合計１９人） 

⑥ 第３１回アジア太平洋地域スカウトジャンボリー（モンゴル）派遣 
（スカウト２９人、ＩＳＴ１人、指導者９人、合計３９人） 

⑦ ＣＪＫベンチャースカウトプロジェクト派遣 
（韓国開催 ベンチャースカウト４人、指導者１人、合計５人） 

⑧ 第１３回世界スカウトユースフォーラム（アゼルバイジャン）派遣（ローバースカウト４人） 
⑨ スカウト特別海外派遣（霞会館補助事業）（ローバースカウト１人） 
 

年度中に開催の通報があり、参加をしたものは、次の２事業で、エクアドル、韓国、２カ国に合計４人を派
遣した。 

⑩ 第５回インターアメリカ地域リーダーシップトレーニング派遣（ローバースカウト２人） 
⑪ 平昌冬季オリンピック世界ユースキャンプ派遣（スカウト１人、指導者１人 合計２人） 

 
本年度に県連盟・地区・団等による「海外派遣」として承認された計画は、８県連盟、１９事業、参加者 
２３８人であった。 

 
日－９：海外スカウト受入事業については、次の２事業を行い、２カ国より４２人を受け入れた。 

① オーストラリア短期交換留学スカウト受入（ベンチャースカウト２人） 
② ２０１７（平成２９）年度日韓スカウト交歓計画（スカウト３６人、指導者４人、合計４０人） 
 

県連盟・地区・団等の計画による「外国スカウト受入計画」として承認された計画は５県連盟、７事業、訪
日団参加者５カ国より合計１７１人であった。 

 
日－10：国際活動サービスチーム（ＳＴＩＡ）の活動は、外国スカウト案内、海外派遣支援、翻訳協力等を中心に

行っている。このチームの活動は、将来国際社会で活躍できる人材の育成と発掘に役立っている。 
２０１７（平成２９）年度は新規に１８人が登録し、前年度からの継続登録者３６人と合わせて５４人の登
録があった。７月８日には、ボーイスカウト会館で国際活動サービスチーム集会を開催し、今後の活動に関
する意見交換を行った。１８人のチーム員に加え、未登録者８人、合計２６人の参加があった。 

 
日－11：新しい訓練体系に基づいた基礎訓練課程の研修内容をより深く理解できるよう「課題研修」の内容を改訂

し、２０１８（平成３０）年度から施行することとした。 
 

日－12：トレーナーに求められる資質・能力、就任・継続条件、任期、正副トレーナーの役割、任期中の自己研修、
休務など異動に関する内規など「トレーナー制度」全般の見直しを検討している。 

 
日－13：トレーナー研究集会、トレーナー訓練については、次のとおり実施した。 

トレーナー研究集会 
今年度は２０１８（平成３０）年２月４日から２５日まで全国１１会場で開催し、今年度の日本連盟の
指導者養成に関する取り組みと２０１８（平成３０）年度の予定を報告し、共通研究テーマを「ウッド
バッジ研修所スカウトコースにおける隊スタッフ所員の隊運営と班担当所員の支援についての研究」に
設定し、各地で研究を行った。 
全国のトレーナーに新指導者訓練を浸透させ、隊指導者・団指導者への支援の方法について深く考察す
る機会となっている。 

リーダートレーナーコース 
本コースは、参加者が日本連盟の訓練方針と新指導者訓練体系を理解し、各種の指導者訓練、特に訓練
の企画及び実施をするための技能を修得することを目的として開設している。 
（６月２１日～６月２５日 於･那須野営場 １２県連盟１７人の参加） 
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副リーダートレーナーコース 
本コースは、参加者が日本連盟の訓練方針と新指導者訓練体系を理解し、各種の指導者訓練、特に導入
訓練課程及び基礎訓練課程を行う技能を修得することを目的として開設した。 
（６月７日～６月１１日 於･那須野営場 １９県連盟４０人の参加となった） 

 
日－14：新任トレーナーの養成については、次の通り実施した。 

新任副リーダートレーナー研修会 
副リーダートレーナーコースを修了し、トレーナー就任を承諾された者を対象に委嘱状、３ビーズの授
与の他、手続き、心構えについて研修を行った。 
３月１０日（土）東会場：ＢＳ会館、３月１１日（日）西会場：大阪スカウト会館 
トレーナーの任務や、必要な資料の活用方法、関連する教育規程について研修を行い、トレーナーとし
て奉仕する決意を新たにする有意義な研修となっている 

 
日－15：２０１７（平成２９）年度全国大会については、次のとおり実施した。 

・５月２７日（土）から２８日（日）まで鳥取県「とりぎん文化会館（鳥取県民文化会館」他で７８５
人（来賓他含む）の参加者を得て開催した。１日目は日本連盟からの各種報告等・年次表彰・全国県
連代表者会議・県連盟コミッショナー会議・ＲＣＪ総会・交歓会を、２日目は、全国スカウト教育会
議（テーマ集会）を行った。また、２日間にわたって行ったスカウティングエキスポ・鳥取連盟主管
の「わくわくぼうけん広場」では、加盟員有志、諸団体、地元物産他多くのコーナーを設置すること
ができた。 

・昨年度に引き続き、諸会議（全国県連代表者会議・県連盟コミッショナー会議・ＲＣＪ総会）を１日
目に実施したことにより、２日目の全国スカウト教育会議には多くの参加を得ることができた。 

・スカウティングエキスポ、わくわくぼうけん広場では、加盟員以外からも多くの来場者があった。 

・全国スカウト教育会議（テーマ集会）は、９つのテーマを設定した。①ＰＲ計画と組織拡充について、
②コミッショナー活動の充実について、③スカウティングを科学する、④スカウト活動とアレルギー
疾患について、⑤ローバースカウト活動とＲＣＪについて、⑥何でスカウトコース？ 〜楽しいスカウ
ティングを目指して〜、⑦国際活動の推進と海外派遣報告会、⑧ボーイスカウト部門とベンチャース
カウト部門の新進級課程について、⑨セーフ･フロム･ハーム（思いやりを育む教育）について、と今
年度もタイムリーな内容で構成し、多くの指導者に参加者してもらうことができた。 

・９月以降、２０１８（平成３０）年度全国大会（岐阜）の準備を開始した。 
 

日－16：組織拡充モデル県連盟については、２０１６（平成２８）年度から高知県連盟と山口県連盟を、２０１７
（平成２９）年度からは秋田県連盟を加え、組織拡充を推進している。 
秋田では、５月２１日の県連盟年次総会に合わせ村田委員長の講演「一人でも多くの青少年にスカウティ
ングを」、県教育庁生涯学習課長との面会、翌日には、（訪問順）ＡＫＴ秋田テレビ、ＮＨＫ秋田放送局、
秋田市教育委員会、ＡＢＳ秋田放送、秋田魁新報社、ＡＡＢ秋田朝日放送を訪問し支援要請を行った。６
月１７日にはイオンモール秋田での防災キャラバンにて広報・募集活動の支援を行った。１月の県連盟新
春の集いでは、村田委員長が講演「スカウト運動の浸透と社会的価値の向上を」を行った。また、募集活
動用に秋田県連盟専用のチラシを６千部作成し、県連盟事業他で配付を行った。 
山口では、６月１８日の県連盟年次総会に合わせ村田委員長の講演「加盟員拡大について」行った。以降、
県連盟事業と団支援・組織拡充委員会の日程が合わず、訪問することができなかった。 
高知では、８月に（訪問順）高知県教育委員会、高知市教育委員会、高知商工会議所青年部、高知新聞社、
高知青年会議所、世界救世教高知布教所を訪問し、引き続きの支援要請を行った。１０月１５日には野外
活動体験イベントを高知城丸ノ内緑地公園で開催した。当日は悪天候となったため、午前中のみ実施し午
後は中止としたが、近畿ブロックのローバースカウト年代１０人（兵庫８人、奈良２人）からプログラム
実施の協力を得ることができた。翌日には、（訪問順）高知さんさんテレビ、ＫＣＢ高知ケーブルテレビ
株式会社、高知新聞社、ＲＫＣ高知放送、ＮＨＫ高知放送局、ＫＵＴＶテレビ高知を訪問し、特に１２月
２日の防災キャラバンの事前告知・当日取材の依頼を行った。１２月２日には、イオンモール高知での防
災キャラバンにて広報・募集活動の支援を行った。その前日には、高知県在住のローバースカウト年代３
人と面会し協力要請を行った。また、高知県連盟専用の募集用ポスターを５００枚作成し各所に掲示依頼
をするとともに、専用の電話回線を敷設した。 

 
日―17:募集説明会用ツールについてはＰＲ動画、ポスター、ロゴ、ＰＣ各種様式などの多様な素材の提供をＷＥＢ

サイトで行い、この活用を広げるためのＰＲ説明会を多数開催。また各県連盟にこうしたものの活用を進め
呼びかけていただく人材としても「ＰＲドリームチーム」メンバー登録を要請し、動きを進めた。 

 

日－18：組織拡充担当者による会合は、次のとおり実施した。 
・１１月１１日（土）、１２日（日）の２日間通い型で、東京・ボーイスカウト会館にて「加盟員を増やす
ために都道府県連盟ができること、すべきこと」をテーマに、全国組織拡充担当委員長会合を開催した。 

・参加者３１県連盟３４人、スタッフ９人（団支援・組織拡充員会委員５人、事務局４人） 
・内容：①団支援・組織拡充委員会から「加盟員拡大に向けて」の提案とお願い、②「他の習い事とスカ
ウティングの差別化を考える～スカウト活動を一層アピールするために～」の情報提供、③研究「自県
連盟の加盟員増加について」、④研究「今後の団や隊の在り方を探る」 

・前年度（２２県連盟２３人）より多くの参加者を得ることができた。毎年度恒例の会合として定期的に
開催していることから、今後、全県連盟からの参加への啓発、またブロック開催の支援を検討する。 
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日－19：組織拡充顕彰については、次のとおり実施した。 

・２０１７（平成２９）年度全国大会表彰式において顕彰を実施した。 

【県連盟対象】①スカウト加盟員数の増加＝５県連盟、②ＢＶＳ隊設置＝５県連盟、 

③スカウト継続登録者率＝０県連盟、④団数の増加＝０県連盟 

【団対象】Ｓランク＝１０県連盟１７こ団、Ａランク＝２５県連盟１００こ団 

・２０１７（平成２９）年度については１１月２５日付で全県連盟宛に文書発信し、「２０１９（平成３０）
年度全国大会」表彰式において顕彰する。 

・対象となった団は減少しているが、全国大会「表彰式」において、多くの県連盟、優良団の出席を得て顕
彰を行うことができた。 

 

日－20：中途退団数の実人数を把握することについては、毎月末に登録状況を集計し、都道府県連盟に配信・諸会

議に配布することで連盟全体での把握を進めた。 

 
日―21～25：これらについては「新広報戦略１０本の矢」を立ち上げ、具体的な各種ＰＲ事業を全面的に展開した。 

 
「１０本の矢」関連諸発信成果等 
＜ＰＲ動画＞ 
「一人前かるた」4/10公開          １８１，６９５回 以上再生（広告使用） 
「保護者インタビュー」6/1公開   ８，０２６回 以上再生 
「なろう。一人前に。夏休み編」7/17公開   ５６０，５２０回 以上再生（広告使用） 
「ボーイスカウトが伝えたいこと」10/4公開   ３１，０９４回 以上再生 

総計  ７８１，３３５回 以上再生 
     ＊ムービーコンテストの呼び水として委員が作成したハウツー動画は広告を使用せずに１１１，７１７回 

以上再生 
 
＜入会促進キャンペーンサイト（リクルートサイト）＞ 
訪問ユーザー数： ９９，６０２（うち８８％新規） ページビュー数：３９７，７５４ 
平均滞在時間：２分２秒 （世間平均１分以下） 
訪問者の市区町村上位、１位大阪、２位横浜、３位新宿区、４位港区、５位名古屋、６位札幌、７位福岡、 

８位渋谷区、９位さいたま市、１０位中央区 
アクセス媒体：スマホが５５％（タブレット、アンドロイド PC含む）デスクトップ３８％ 
ユーザー属性：１８－２４ ９．５３％、 ２５－３４ ２０．９８％、 ３５－４４ ４０．８８％、 
４５－５４ １５．６９％、 ５５－６４ ８．０６％  ６５ｕｐ ４．８７％ 
男女比：男性５４．２：女性４５．８ 
団検索表示回数：１６３，０１６回 
問い合わせ数：５８１件（システム利用、団へリンクし、その先からの問い合わせは含まないが、表示回数
からの推測で、相当数行っている可能性がある） 
 
＜主要メディア（新聞・ラジオ・テレビ・雑誌）とＷＥＢメディアへの掲載例など＞ 

 ２０１７（平成２９）年春からのメディア掲載は日本連盟で掌握できたものだけで２２４件 
 
＜ＰＲ計画関連講演、説明会ほか各種事業＞ 
 ４月  入会促進キャンペーンのＷＥＢサイト（リクルートサイト）を新設 

興味喚起動画第一弾「一人前かるた」公開 拡散作戦開始 
ムービーコンテスト要項公開 

 ５月  スカウティング誌５月号にてＰＲ計画概要説明・協力要請 
全国大会ＰＲブース出展・分科会開催にて全国に協力要請 
コミュニケーションロゴ関連グッズ展開 

６月  補助動画第一弾「保護者インタビュー」公開 
ＰＲ計画講演④大阪 
ＰＲドリームチーム募集開始 
ＰＲ計画講演⑤愛知 
スカウトと社会をつなぐ場所③イオントップバリュ 

 ７月  興味喚起動画第二弾「なろう。一人前に。夏休み編」公開 
 ８月  スカウトと社会をつなぐ場所④大和ハウス工業 

防災キャラバンＰＲイベント・野口宇宙飛行士 
１０月  主要動画「一人前ってなんだろう？ボーイスカウトが伝えたいこと」公開 

インスタグラムでのＰＲ写真拡散開始 
ＰＲ計画講演⑥新潟 
ＰＲ計画講演⑦中部ブロック職員研修 

１１月  スカウトと社会をつなぐ場所⑤リオティントジャパン 
ムービーコンテスト 
ＰＲ計画講演⑧神奈川 
ＰＲ計画講演⑨千葉・北総地区 

１２月  ＰＲ計画講演⑩京都 
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補助動画第二弾「指導者インタビュー」公開 
 １月  ＰＲ計画講演⑪兵庫 

スカウトと社会をつなぐ場所⑥キッザニア 
 ２月  ＰＲ計画講演⑫長野 
     ＰＲ計画講演⑬千葉（県連盟役員等） 
 ３月  ＰＲ計画講演⑭千葉（団委員長等） 

ＰＲ計画講演⑮岡山 
保護者アンケート実施 

 
日－26：全国ＢＳ写真コンテスト 
    例年同様１１月～２月末まで募集し、少年の部２３８点、青年・成人の部１４５点、計３８３点の応募が

あった。それぞれの部門で最優秀１点、優秀２点、入選７点を、日本写真家協会元会長の田沼武能審査員
長に選考いただき表彰した。また各部門の最優秀者にはキヤノンより提供いただいた賞品（デジタルカメ
ラ）を贈呈した。  

 
日－27：一般書籍「スノーキャンプ・マニュアル」の監修に協力し、一般のキャンパー向けにさまざまなボーイス

カウト流スノーキャンプの「知恵」を掲載した。 
 

日－28：ＷＯＳＭ・外国連盟資料の翻訳・出版については、２０１７（平成２９）年度は第４１回世界スカウト会
議が開催に伴い、決議文の翻訳を行った。 

 
日－29：絶版書籍の再販について検討はしたが、良い企画に至らなかった。引き続き再販価値のある書籍の検討を

続けるとともに、古い機関誌連載記事を集めた新刊書の企画を検討する。 
 

日－30：各種ハンドブックの内容改訂については、指導者養成委員会、プログラム委員会との連携により進めてい
る。 

 

日－31：スカウト歌集の編纂については、スカウトソング特別委員会にて過年度からの修正内容を確認の上、ビー

バー歌集とカブ歌集を改訂した。 

 

日－32：スカウトソング研修会と、スカウトソング研修会の企画・運営をテーマとしたスカウトソングワークショ

ップを２０１７（平成２９）年度初めて開催した。当初は上半期に開催する予定であったが、開催最小人

数に満たなかったため、時期と会場を変更して改めて募集した。また、次年度のスカウトソング研修会に

ついては、県連盟の開催希望を募り会場を選定することとした。 

・２０１７（平成２９）年度スカウトソング研修会 

期 間：平成２９年１１月２５日（土）～２６日（日） 

場 所：愛知 新城・吉川野営場 

参加者：６県連盟３４人 

・２０１７（平成２９）年度スカウトソングワークショップ 

期 間：平成３０年１月１３日（土）～１４日（日） 

場 所：東京 築地本願寺 

参加者：１７県連盟３３人 

 
日－33：２０１７（平成２９）年度の維持会費実績は次のとおりであった。 
 

維持会員 総計 3,915 個人・法人 

（内訳） 通常維持会員 3,659  個人・法人 

 
特別維持会員 77  個人 

 
法人維持会員 111  法人 

 
旧特別維持会員 68  個人・法人 

    維持会費入金額 
  

 
当該年度実績額 75,188,300  円（予算額の 130.8%） 

 
当該年度予算額 57,500,000  円 

 
前年度実績額 53,904,131  円 

    当該年度実績額内訳 
  

 
県連盟取扱額 58,467,000  円（予算額の 158.0%） 

 
  県連盟協力依頼額 37,000,000  円 

 
  前年度実績額 42.937,597  円 

 
日本連盟取扱額 16,721,300  円（予算額の 81.6%） 

 
  日本連盟予算額 20,500,000  円 

 
  前年度実績額 10,966,534  円 

 



- 25 - 

・２０１７（平成２９）年度の維持会費実績は、各県連盟の多大なる協力を得て、無事目標額の 57,500,000
円を達成することができた。（３月末日現在：対前年比では＋21,284千円。ただし大口の納入があった） 

・目標達成県連盟は３９県連盟であった。 
・維持会員年功章の制定につき組織内調整を行い、２０１８（平成３０）年度からの導入することとなっ
た。新たな表彰の設定によりより多くの加入者を促進するとともに、同制度に外部の法人等への表彰も
組み込み、あわせて入会促進を図ることとした。 

 
日－34：ボーイスカウトカードの入会促進については、 

・２０１１（平成２３年）度よりウェブによる申込システムを導入し入会促進を図っている。 
・ボーイスカウトカード会員数（２月末現在） 

総計１５５１人 （内訳）正会員数 １４１８人、家族会員数１３３人 
・ウェブによる申込システムを導入し加入者数は一旦下げ止まりを見せたが、漸減している。対前年同時
期では３１人減少となった。 

    ・機関誌や維持会員だよりに入会のお知らせを掲載する一方、現在のカードよりもメリットのある新たな
媒体の研究を課題としているが、進展できていない。 

 
日－35：遺贈システムについても維持会員だより等でお知らせを掲載してきた。また一般の雑誌等での遺贈関連特

集記事への広告出稿についても検討したが、まずはスカウトクラブ員へのお知らせ等組織を通じたＰＲに
力を入れていくこととして２０１８（平成３０）年度の課題とした。 

 
日－36：例年同様、それぞれの財団会員等のネットワークからのＰＲを展開いただき、その事務支援等を行ってき

た。２０１７（平成２９）年度世界スカウト財団には２人、ＡＰＲスカウト財団には４人の新規加入者を
得た。これにより世界スカウト財団Ｂ-Ｐフェローは２４３人、ＡＰＲスカウト財団会員は１８０人となっ
た。なお世界スカウト財団年次総会は４月にベルリンで開催され、世界スカウト財団の荒尾理事（Ｂ-Ｐフ
ェロー日本チャプター会長）ほか十数名が同所で開催されたＢ-Ｐフェロー会合に参加した。 

 
日－37：例年同様、それぞれの会員等のネットワークからのＰＲを展開いただき、その事務支援等を行ってきた。

２０１７年（平成２９）年度スカウトロータリアンには２人、スカウトライオンズには７人の新規加入者
を得た。これによりスカウトロータリアンは５５人、スカウトライオンズは５６人となった。５月の鳥取
での全国大会時、それぞれの年次総会を開催した。 

 
日－38：ともに進もう助成プログラムは、２０１７（平成２９）年度に１３県連盟、３４家庭、４３人（うち新規

２０人）の助成を行った。 
 
日－39：前項の原資を集める「もったいない寄付」は、２０１７（平成２９）年度に約７２万円を集めたが不十分

であるため２０１８（平成３０）年度にさらに呼びかけを強化する。 
 
日－40：当時支援をいただいた企業のリスト整理集約の作業を行い、挨拶状発信の準備を整えた。２０１８（平成

３０）年度に募金に関する新たなチーム編成を行い、募金依頼を展開する。 
 
日－41：２０１７（平成２９）年度は次の補助金・助成金を得た。 

     ・高萩市「高萩スカウトフィールド整備促進補助金」 ５０，０００，０００円 
・独立行政法人環境再生保全機構（地球環境基金） 

      「森から学ぶＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）」  ２，０８３，０００円 
・セブンイレブン記念財団「スカウトの日」協賛金  ５，５００，０００円 

 
日－42：東京オリンピック、パラリンピックについては、組織委員会等へのアプローチ策を探り、また併催の可能

性を探るユースキャンプ事業の立案会議等にも参画したが、大きな進展は得られなかった。ただし３月の
組織委員会でボーイスカウトへの協力要請が議決され、今後具体的な要請があり次第対応を進める。 

 
日－43：新しい野営場用地の確保のためプロジェクトチームを設置することについては、長中期計画の行動計画よ

り取り組んだ施策（１２－８）に記載のとおり、現在難しい状況にある。 
 
日－44：静岡県立富士山麓山の村施設の活用については、静岡県との調整の結果、大きく進めないこととした。 
 
日－45：野営場整備について各県連盟等の自主的協力も促進しつつ全国の加盟員がプログラムとして活用すること

を推進することについては、高萩スカウトフィールでの日本ジャンボレット高萩２０１７開催に向けて、
専門的技能のある加盟員の協力を得て整備を進めた。 

 

日－46：安全促進フォーラムの内容については、参加対象者（隊・団指導者または県連盟および地区役員）に応じ
た研修内容を策定し、来年度実施することとした。 

 

日－47：提言を基に、技能章「防災章」を策定した。 
 
日－48：「共済事業」の運用については、共済事業報告書が別途発行されるが、概要は次のとおりである。 

・２０１４（平成２６）年４月より「ＰＴＡ・青少年教育団体共済法」を根拠法とする認可共済『そなえよ
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つねに共済』を開始し４年目を迎えた。ボーイスカウト活動中の事故を補償する。共済掛金は８００円で
あるが、９月以降の加入は６００円に減額している。 

・２０１８（平成３０）年３月末現在、１０９，８００人（内、非加盟員を６，０７４人を含む）の申込を
受付して運用した。例年同様、加入総人数の９３％が４月に加入している。前年度と比較すると、加盟員
の減少傾向と相俟って、５，３０２人（約４．６％）の減員となった。 

・非加盟員の加入者数は毎年増加傾向にある一方、加盟員を含めた全体の加入者数はここ数年間続く対前年
度比５％前後の減少傾向に歯止めがかかっていない。 

・事故状況については、前年度以前に発生した事故も含めて今年度内に３５６件の「事故発生状況受付簿」
を受理した。今年度に発生した事故に限れば３２８件で、前年度と比較した同時期の件数比では約７．９％
減となった。 

・２０１７（平成２９）年度内に発生した事故は今後も一定数「事故発生状況受付簿」を受理することが見
込まれ、最終的には４００件位になる見込みである。 

・共済金の給付は「安全普及啓発活動」に対して次のとおり円滑に行われている。 
①「安全促進フォーラム」の開催については、一般事業「県－９」（Ｐ．１８）参照。 
②安全分野に係わる各種資料制作：スカウティング誌掲載記事抜粋の冊子（SFH・安全委員会作成『野外
活動のための安心・安全講座』）作成。指導者への情報提供を通じて、活動中の事故低減を図った。 
③２０１５（平成２７）年度に、ボーイスカウトの各都道府県連盟事務局及び那須野営場、高萩スカウ
トフィールド（山中野営場より移設）、日本連盟にＡＥＤを各１台配備した経費は、５年間に亘り安全普
及啓発活動費より支出（３年目）している。 

 
日-他１：地球環境基金助成活動「しぜんとあそぼデイキャンプ２０１７in高萩」の開催 

＜事業内容＞ 
森林を使った環境教育を通じて一人ひとりが環境への取り組みを重 要な課題として認識し、自発的に環
境保・環境美化に取り組む態度を 身につけることを目指し、地球環境基金助成を受けて、高萩市内の全
小学校の４年生と６年生を対象に自然体験教室を実施した。  

スタッフとして、ローバースカウトおよび同年代指導者や成人指導者が協力して指導にあたった。 
   主  催：公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

協  力：茨城県、茨城県教育委員会、高萩市、高萩市教育委員会 
開催日と参加者：  

①１１月 ６日(月) 松岡小学校６年 男子３８人、女子３３人 計７１人 
②    ７日(火) 東  小学校６年 男子２１人、女子１４人 計３５人 
③    ７日(火) 東 小学校４年 男子２１人、女子１０人 計３１人 
④    ８日(水) 高萩小学校６年 男子２７人、女子２６人 計５３人 
⑤    ９日(木) 高萩小学校４年 男子３２人、女子３０人 計６２人 
⑥   １０日(金) 松岡小学校４年 男子３０人、女子２５人 計５５人 
⑦   １６日(木) 秋山小学校４年 男子３０人、女子３６人 計６６人 
⑧   １７日(金) 秋山小学校６年 男子３８人、女子３８人 計７６人  
高萩市内全小学校４校の４年生と６年生 合計４４９人の児童が参加 

場  所：日本連盟・大和の森 高萩スカウトフィールド 
アクティビティ：  

①山中に設置された施設を班で達成し、協力の大切さを学ぶアドベ ンチャー体験 
②森の中を歩き、自然観察やゲームを通して、自然の不思議さや発見・感動、環境保全を 
学ぶネイチャートレイル 

③火起こし＆おやつ作り 
④テント体験＆ロープワーク  

＜成果と評価＞ 
この事業は２０１５（平成２７）年度から実施し、本年で３年度の最終年となった。 
２０１５（平成２７）年度は４回で２３１人、２０１６（平成２８）年度は６回で３１８人、２０１７（平
成２９）年度は８回で４４９人と、着実に参加者が増え、高萩市内の一定年齢の児童全員が、高萩スカウ
トフィールドで体験活動をしたことになる。 
事業目標「環境を大切にする心をもち、環境を保全する行動ができるようになる」に対し、参加した児童
の９７％が「できるようになった」と回答があり、「目標は達成された」と言える。 

 
日－他２：出会いと体験の森へリーダーズキャンプの実施 

＜事業内容＞ 
「出会いと体験の森へ」は、人を育てるキャンプに携わる 5つの団体【日本キャンプ協会、ＹＭＣＡ、東
京ＹＷＣＡ、ガールスカウト日本連盟（ＧＳ）、ボーイスカウト日本連盟（ＢＳ）】が実行委員会を構成し
て事業を実施した。今回で６回目となるこの事業は、ボーイスカウト日本連盟が主管し、５団体の指導者
が各団体の特色ある教育方法を認識するとともに、各自のスキルアップと団体間の交流を深めるキャンプ
を実践した。 

期 間：１１月３日（金・祝）～５日（日）２泊３日 
   会 場：大和の森 高萩スカウトフィールド 
   対 象：１８歳以上の日本キャンプ協会、ＹＭＣＡ、ＹＷＣＡ、ガールスカウト日本連盟、ボーイス

カウト日本連盟の会員および関係者 
   内 容：期間中は、小グループでのテント泊やかまどやを用いた野外炊事を行い、参加者同士でより
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良いキャンプ生活ができるように工夫し、行動しました。各プログラムは各団体が担当して
実施した 
１日目：設営（野外生活空間づくり）、野外炊事、ナイトゲーム 
２日目：選択プログラム（ハイキング、パイオニアリング、ネイチャートレイル、木こり

体験、クッキング）から２種類を選んで実施、野外炊事、ナイトゲーム 
３日目：参加者自主企画プログラム、野外炊事、撤営 

＜成果と評価＞ 
参加者は、５団体から女性１２人、男性６人、スタッフ１１人の計２９人と予定人数には達しなかったが、
所期の目的は達成することができた。 

 
 
 

以 上  
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Ⅵ．各種会議の開催 

 
２０１７（平成２９）年度 評議員会・理事会の開催 
 
第１回理事会：５月９日（火）ボーイスカウト会館で開催 
１．平成２８年度の決算について 
２．平成２８年度の事業報告について 
３．平成２９年度維持会費の都道府県連盟への協力依頼について 
４. 平成３１年度全国大会開催地について 
５. 任期満了に伴う名誉会議議員の選任について 

６. 広報ドリームチームの設立について 

７．第４１回世界スカウト会議日本代表団の編成の変更について 
８. 維持会員への表彰について 
 

定時評議員会：５月２６日（金）とりぎん文化会館で開催 
１．平成２８年度の決算及び平成２８年度共済事業決算について 
 

第１回臨時理事会：６月１８日（日）ボーイスカウト会館で開催 

１．重要な財産の所得について 

２．基本財産の取り崩し及び取得した不動産等の基本財産への繰入について 

３．重要な財産の貸し出しについて 

４．定款の変更に向けた手続きについて 

５. 平成２９年度第１回臨時評議員会の議案について 

 ６. 高萩市森林組合株の取得について 

 
第１回臨時評議員会：７月１２日（水）ボーイスカウト会館で開催 

１．重要な財産の取得について 

２．基本財産の取り崩し及び取得した不動産等の基本財産への繰入について 
３．重要な財産の貸し出しについて 

 ４. 定款の変更に向けた手続きについて 
 
評議員会（書面審議）：９月１日（金） 
１．日本中国・四国ブロック選出評議員の退任、後任の推薦について 

 
第２回理事会：１０月１０日（火）ボーイスカウト会館で開催 

１．日本連盟１００周年財政ビジョンについて 

２．ボーイスカウトエンタープライズからの旧制服在庫処理等の提案について 

３．役員の変更等について 

４. 維持会員年功章について 

５. 平成３０年度国の委託事業・公益団体等補助事業について 

６. 中途退団抑止に関するタスクチーム・特別委員会の設置について 

７．平成３０年度全国大会運営スタッフ長の選任について 
８. Ｂ-Ｐフェロー日本チャプターについて 
９. 第１８回日本スカウトジャンボリー会場候補地について 

１０. 平成３０年度事業計画策定について 
 

第２回臨時理事会：１月１６日（火）ボーイスカウト会館で開催 

１．財政再建及び組織改革に関する基本方針について 

２．加盟登録料の改定について 

３．平成２９年度臨時評議員会の議案について 

４. 第１７回日本スカウトジャンボリー第２次予算について 

５. 東日本大震災に伴う登録料の支援について 

６. 高萩スカウトフィールド整備経費の一部を「建物補修等積立資産」より支出することについて 

７．ボーイスカウトエンタープライズへの対応について 

８. 平成３０年度事業計画について 
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９. 平成３０年度収支予算について 

１０. 平成２９年度決算見込みについて 
 
第３回臨時理事会：２月１８日（日）ボーイスカウト会館で開催 
 １. 国債の不動産化と本郷スカウト会館の賃貸化について 
  
第２回臨時評議員会：２月２８日（水）ボーイスカウト会館で開催 
 １. 国債の不動産化と本郷スカウト会館の賃貸化について 
  
第３回理事会：３月１９日（月）ボーイスカウト会館で開催 

１．任期満了に伴う評議員の選任について 

２．任期満了に伴う理事・監事の選任について 

３．平成３０年度・３１年度の各種委員会等の委員の選任について 

４. 名誉役員の委嘱について 

５. 平成３０年度事業計画について 

６. 平成３０年度予算について 

７．加盟登録料の減免について 

８. 平成３０年５月評議員会の議題について 

９. ボーイスカウトエンタープライズへの対応について 

 
第３回臨時評議員会：３月１９日（月）ボーイスカウト会館で開催 

１．加盟登録料の改定について 

２．任期満了に伴う評議員の選任について 

３．任期満了に伴う理事・監事の選任について 

 
 

運営会議の開催 
 構 成 員：奥島孝康理事長、日枝久副理事長、松平賴武副理事長、水野正人副理事長、 

西村 稔専務理事、佐野友保常務理事、吉田俊仁常務理事、 
膳師 功理事（日本連盟コミッショナー） 

 開 催 日：第１回   ４月 ４日（火） 
      第２回   ５月 ９日（火） 

第３回   ６月 ６日（火）  
第４回   ９月 ５日（火） 
第５回  １０月 ３日（火） 
第６回  １１月 ７日（火） 
第７回  １２月 ５日（火） 
第８回   １月 ９日（火） 
第９回   ２月 ６日（火） 
第 10 回   ３月 ６日（火） 

場  所：東京 ボーイスカウト会館 
 
 

県連盟代表者会議の開催 
〔第１回〕 
日  時：５月２７日（土）１５：３０～１７：３０ 
場  所：鳥取・とりぎん文化会館 
出 席 者：４7都道府県連盟理事長または代理者、日本連盟 奥島理事長、他６人 
内  容：１．平成２８年度事業報告・決算について 

２．平成２９年度事業報告・決算について 

３. 高萩スカウトフィールドについて 

４．山中野営場について 

５．第１７回日本スカウトジャンボリーの準備について 

６．維持会員について 

７．日本連盟１００周年に向けた取り組みについて 

８．第１８回日本スカウトジャンボリー（２０２２年）会場誘致について 
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〔第２回〕 
日  時：１月２７日（土）１３：００～１６：００ 
場  所：東京・ボーイスカウト会館 
出 席 者：４５都道府県連盟理事長または代理者 

日本連盟 奥島理事長、他理事９人 

内  容：１．財政再建および組織改革の基本方針について 

２．加盟登録料の改定について 
３．平成３０年度事業計画（案）、予算（案）について 
４．平成３０年度全国大会について 
５．第１７回日本スカウトジャンボリーの準備状況について 
６．第２４回世界スカウトジャンボリー派遣員の募集について 
７．第１８回日本スカウトジャンボリー会場候補地の提案について（再依頼） 
８．団診断データに基づく団支援について 

 
 
全国県連盟コミッショナー会議の開催 
〔第１回〕 

日  時：５月２７日（土）１５時３０分～１７時３０分 

場  所：鳥取県鳥取市・とりぎん文化会館 第２会議室 

出 席 者：県連盟コミッショナー４７人（代理３人含む） 

鈴木副コミッショナー、西村副コミッショナー、嶋田国際副コミッショナー、村田団支援・

組織拡充委員長、福嶋プログラム委員長、山内指導者養成委員長、磯山社会連携・広報委員

長、増田「セーフ・フロム・ハーム」・安全委員長、大久保トレーニングチームディレクター、

コミッショナー活動活性化検討タスクチーム員３人 

主な内容：１．平成２９年度日本連盟事業計画 

２．平成２９年度日本連盟コミッショナー活動方針 

３．日本連盟各常設委員会の取り組み 

          ４．コミッショナー活動活性化検討タスクチーム報告 
 

〔第２回〕 
日  時：１０月２０日（金）１２：００～２２日（日）１１：３０ 
場  所：東京・国立オリンピック記念青少年総合センター 
出 席 者：県連盟コミッショナー４６人（代理４人を含む） 

水野正人副理事長・国際コミッショナー、膳師 功日本連盟コミッショナー、西村伸次副コ
ミッショナー、嶋田 寛国際副コミッショナー、村田禎章団支援・組織拡充委員長、福嶋正
己プログラム委員長、山内直元指導者養成委員長、磯山友幸社会連携・広報委員長、増田秀
夫ＳｆＨ・安全委員長、森屋啓財務委員会副委員長 

主な議題：１．各常設委員会報告 
     ２．２４ＷＳＪへの準備  
     ３．１７ＮＳＪへの準備 
     ４．表彰について 
     ５．日本連盟１００周年に向けた財政ビジョン  
     ６．グループ討議「組織拡充のための教育施策」 
 

〔第３回〕 
日  時：１月２０日（土）～２１日（日） 
場  所：東京・国立オリンピック記念青少年総合センター 
出 席 者：県連盟コミッショナー４５人（代理７人を含む） 

水野副理事長・国際コミッショナー、膳師日本連盟コミッショナー、鈴木副コミッショナー、
西村副コミッショナー、嶋田国際副コミッショナー、村田団支援・組織拡充委員長、福嶋プ
ログラム委員長、山内指導者養成委員長、磯山社会連携・広報委員長、増田ＳｆＨ・安全委
員長 

主な内容：１．日本連盟コミッショナーの話 
２．各常設委員会報告 

     ３．１７ＮＳＪへの準備  
     ４．グループ討議「スカウティングの質を高めるために」 
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全国事務局長会議の開催 
日 時：１１月１８日（土）１５：００～１９日（日）１１：１０ 

場 所：東京・国立オリンピック記念青少年総合センター 

出席者：４５都道府県連盟事務局長および代理者 
日本連盟 佐野常務理事、吉田常務理事、森屋財務委員会副委員長、木村事務局長 

内 容：１．日本連盟１００周年財政ビジョンについて 
２．第１７回日本スカウトジャンボリーの取り組みについて 
３．平成３０年度事業方針（案）および長中期計画について 
４．１００周年記念事業に向けた取り組みについて 
５．高萩スカウトフィールドの利用促進について 
６．県連盟別団診断データについて 
７．加盟登録状況、県別維持会員数・維持会費入金状況、新年賀詞交歓会について 
８．ユニフォームの改定について 
９. ボーイスカウトエンタープライズの事業報告について 

１１. 事前調査集計、日本連盟への要望・質問について 

 

 

Ⅶ．参考（規程等改正一覧） 

 

１．外国語会話バッジに関する教育規程の改正 

承認：平成２９年１１月２６日開催のスカウト教育推進会議 

   公示：平成２９年１２月 ８日 

施行：平成３０年 ４月 １日 

 

２．新設記章（維持会員功労章）に関する教育規程の改正 

承認：平成２９年１０月１０日開催の理事会 ※章の新設と記章の意匠を承認 

   平成２９年１１月２６日開催のスカウト教育推進会議 ※着用位置に関する規程の承認 

 公示：平成２９年１２月 ８日 

施行：平成３０年 ４月 １日 

 

３．英国エディンバラ公国際アワードに関する教育規程の改正 

承認：平成３０年 ２月１８日開催のスカウト教育推進会議 

施行：平成３０年 ４月１日 
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Ⅷ．ボーイスカウトエンタープライズ事業報告 

 

 

１．全般 

２０１６（平成２８）年度に決算月を３月から１月に変更し、２０１７（平成２９）年度からは

２月から１月までを会計年度としている。 

２０１７（平成２９）年度の決算は、販売予算４７２，０００千円に対し、４０６，２４１千円

で、予算対比約８６％となった。 

これは、加盟員の減少と２０１８（平成３０）年８月末を以て旧制服の着用が終了することが影

響していると考えられる。 

一方、これまで使用していた倉庫経費の値上げに伴い、今後の経費削減のため倉庫を移転した。 

アメリカ連盟とは、ノーマンロックウェルの商品への使用について、２０２０年までの３年間、

無償での契約が成立した。 

 

２０１７（平成２９）年度損益表（単位：千円） 

 
予算 実績 

販売金額 472,000 406,241 

期首在庫 180,000 186,140 

仕入金額 259,600 194,043 

期末在庫 180,000 ＊171,289 

商品原価 259,600 208,894 

売上利益 212,400 197,347 

益率 45 49 

販売管理費 202,070 168,378 

当期利益 10,330 28,969 

ロイヤリティ 41,360 33,675 

 

＊この 171,289千円の在庫の内、旧制服、ベレー等、旧記章 

（記章が変更になり、使用出来なくなるもの）44,700千円が 

含まれており、それらを総合的に判断すれば実質は厳しい 

状況である。 

 

２．新制服の販売 

２０１７（平成２９）年度は新制服販売２年目となった。ビーバースカウト、カブスカウトの両

部門は販売が順調に推移している。ボーイスカウト部門以上は、加盟員数の約５５％となっている。 

 

３．新商品の展開 

ユリマーク付き３色Ｙシャツ、ユリマークのジャカードネクタイ、グリーンジャンパー、モンベ

ルグリーンバック２種類等の新商品を販売した。また、第１７回日本スカウトジャンボリーの記念

品（チーフリング、ピンバッジ、ワッペン等）の販売を開始し、今後さらなる記念品を販売する。 

 

４．各種会合・大会でのスカウトショップ展開と商品提供 

 （１）全国大会（鳥取）でのスカウトショップ 

 （２）日本ジャンボレット高萩２０１７大会でのスカウトショップ 

 （３）富士特別野営２０１７でのスカウトショップ 
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 （４）山中野営場お別れイベントでのスカウトショップ 

 （５）県連盟総会等でのスカウトショップ 

 （６）日米フレンドシップパトローリー大会でのスカウトショップ 

 

５．２０１８（平成３０）年度の計画 

旧制服の着用が２０１９（平成３０）年８月末を以て終了することから、旧制服、ベレー、ベス

ト等、そして記章類の変更に伴う在庫処理を実施する。旧制服の処理方法として、再生繊維へのリ

サイクル処理等も視野に入れながら検討する。また、ズボン類に関しては販売価格を大幅にダウン

して販売して行く。一方販売に関しては、新制服販売３年目に力を入れるとともに、第１７回日本

スカウトジャンボリーに向けた商品開発を積極的に行い、大会での予算達成に努力する。一方、ス

カウトショップが現在の本郷から（日本連盟事務局の移転に伴い）移転するので、新たなショップ

の移転地での展開を推し進めていく。 

 

 

 


